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令和４年８月３日からの大雨による災害の被災地で巡回を行う救護班

赤十字は、災害が起きた時に駆けつけるだけではありません。

日、それぞれの部門がそれぞれの場所で動き続けています。

災害に備えた訓練、知識や技術の普及、

物資の整備、医療現場や海外での活動など、

すべてが人を救うことにつながっている。

どんな状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守ること。

その使命を胸に、赤十字は今日も明日もあさっても、

かけがえのない日常を支える活動を続けています。
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被災地で巡回を行う救護班 地元医療機関・保健師との合同ミーティングを行う救護班

炊き出しを行う地域奉仕団 巡回を行う安全奉仕団

１１．．災災害害にに備備ええるる

災害発生時の迅速な対応と、それに備えた体制の確立

施施策策①① 災災害害救救護護体体制制のの強強化化・・充充実実

災害対策基本法により指定公共機関とされる日本赤十字社として、災害発生時

において、医療救護、救援物資の配分、血液製剤の供給や義援金の受付等を実施

するとともに、対応するための研修・訓練を実施しました。

（（１１）） 令令和和４４年年８８月月３３日日かかららのの大大雨雨にによよるる災災害害対対応応

ア．救護班の活動

災害救助法が適用された地域（村上市、胎内市、岩船郡関川村）へ速

やかに連絡調整員として支部職員を派遣し、情報収集を行いました。

その後、８月５日～６日の２日間、長岡赤十字病院より医療救護班

２班を関川村へ派遣し、避難所及び被災集落の巡回を行いました。

イ．赤十字ボランティアの活動

８月６日～９月２５日にかけて、新潟県内の地域奉仕団・安全奉仕団・

防災ボランティア（延べ 名）による被災者支援活動（炊き出し・

ボランティアセンター運営支援［熱中症・感染予防の啓発等］）を行いま

した。

プロジェクト１
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新潟県支部訓練

救護班要員主事研修

信濃川・魚野川総合水防演習

第２ブロック支部総合訓練（神奈川県）

新潟県・田上町総合防災訓練（田上町）

第２ブロック支部先遣隊要員訓練（茨城県）

（（２２）） 災災害害発発生生時時にに迅迅速速でで適適確確なな対対応応ががででききるる組組織織体体制制のの確確立立

ア．新潟県支部と県内赤十字施設との情報伝達ラインの構築

令和４年８月３日の災害発生時にはオンライン会議システムを活用し、

救護班を組織する長岡赤十字病院との情報伝達ラインを構築しました。

イ．新潟県や各市町村との連携強化

新潟県支部職員が一部県内市区町村の地区・分区窓口担当者及び同地区

の防災担当者を訪問し、災害発生時における日本赤十字社新潟県支部の体

制等について説明し、有事の際の連携について確認しました。

ウ．各種計画等の見直し

「防災業務計画」「災害救護体制要綱」「事業継続計画」等を見直し、引き

続き検討を行うこととしました。

（（３３）） 災災害害救救護護にに精精通通すするる職職員員のの養養成成

新潟県・田上町主催の新潟県総合防災訓練や、国土交通省北陸地方整備局等

主催の総合水防演習へ参加するとともに、救護員を対象とした支部主催の訓練

や研修、さらには関東地区での災害を想定した他県支部との合同訓練等を実施

し、災害対応に携わる職員の育成及び災害対応能力の精度向上に努めました。
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救護員等の登録人数

施 設 名 名 称

日本赤十字社新潟県支部 災害対策本部要員※ 人

第２ブロック※ 先遣要員 ２人

日赤災害医療コーディネートスタッフ※ ２人

こころのケア要員※ ３人

長岡赤十字病院 救護班要員 人

日赤災害医療コーディネーター※ ４人

日赤災害医療コーディネートスタッフ※ ７人

こころのケア要員※ 人

新潟県赤十字血液センター 血液供給要員 ６人

（注）

※ 災害対策本部要員：災害時の赤十字救護活動を全体的に調整する役割のこと。

※ 第 ブロック：日本赤十字社が広域的な災害にも効率的に対応できるよう、全国を

つのブロックに分けているうちの一つであり、関東甲越地域の 都 県から成る。

※ こころのケア要員：大規模災害等により、避難所で不自由な生活を強いられる等で心

に大きなダメージを受けることにより、時に体調の変化など身体的な症状となって表

れることを軽減・予防する役割。

※ 日赤災害医療コーディネーター：被災地医療ニーズを把握し、赤十字の行う災害医療

救護活動に関して支部災対本部への専門的観点からの意見具申を行うとともに、救護

班受入調整等の医療支援を統括・調整する役割。

※ 日赤災害医療コーディネートスタッフ：災害医療コーディネーターが効果的・効率的

に任務にあたれるよう、医療ニーズ等の情報収集、整理、分析、他機関との連絡調整

等の支援業務にあたる。

（（４４））国国内内災災害害時時にに必必要要ととななるる物物資資のの適適切切なな管管理理・・搬搬送送

救護資材、救援物資など、災害時に迅速な配分を行えるように適切な資産管

理を行いました。
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（（５５））義義援援金金等等のの受受付付

ア 国内災害義援金の受付状況 （令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

名 称 金 額

平成 年７月豪雨災害義援金

令和２年７月豪雨災害義援金

令和４年３月福島県沖地震災害義援金

令和４年７月大雨災害義援金

令和４年８月３日からの大雨災害義援金

令和４年台風 号災害義援金

円

円

円

円

円

円

合 計 円

イ 海外救援金の受付状況 （令和４年４月１日～令和５年３月 日）

名 称 金 額

中東人道危機救援金

バングラデシュ南部避難民救援金

アフガニスタン人道危機救援金

ウクライナ人道危機救援金

年アフガニスタン地震救援金

年パキスタン洪水救援金

年トルコ・シリア地震救援金

海外無指定救援金

海外たすけあい ※

円

円

円

円

円

円

円

円

円

合 計 円

※「 海外たすけあい」は、日本赤十字社、日本放送協会（ ）、社会福祉法人 厚生

文化事業団との共催で、 月１日～ 月 日まで実施したものです。
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赤十字講習会申込システム トップ画面の様子

生命と健康を守る講習会 広報用パンフレット

市民を対象とした防災啓発・教育の拡充と救命・応急手当等の普及

施施策策②② 市市民民やや青青少少年年赤赤十十字字をを対対象象ととししたた防防災災啓啓発発・・教教育育のの拡拡充充

施施策策③③ 市市民民をを対対象象ととししたた生生命命とと健健康康をを守守るる知知識識とと技技術術のの普普及及

（（１１））社社会会ニニーーズズにに対対応応ししたたププロロググララムムのの企企画画

限られた時間で希望する内容を学びたいというニーズに対応するため、防災

プログラムや生命と健康を守る講習会のプログラムを整理し、希望の内容を複

数選択できるようにし、一部の地区分区や赤十字奉仕団等へパンフレットを配

布し周知を図った。

また、新潟県支部ホームページから受講申し込みが行える「赤十字講習会申

込システム」を周知し、受講希望者等への利便性向上を図りました。

プロジェクト２

１

− 5 −



【令和４年度各種講習会開催実績】

※水上安全法救助員Ⅰ・Ⅱ養成講習は、新型コロナウイルス感染予防のため、未

実施。

（（２２））地地域域ココミミュュニニテティィやや学学校校ととのの連連携携にによよるるププロロググララムムのの計計画画的的かかつつ効効率率的的

なな実実施施

ア 地域ニーズと指導者を調整する仕組みづくりと業務の効率化

地域等から依頼のあった講習会の指導を、新潟県赤十字安全奉仕団各

分団に指導員調整を依頼し、講習会を開催しました。

講習名 講習の種類

主 催 区 分
合計

（回）

新潟県支部

・施設（回）

安全奉仕団

（回）

外部団体等

（回）

防災

プログラム

防災・

減災セミナー

気象台連携講習

防災プログラム
０ ０ １ １

生命と

健康を守る

講習会

救急法

基礎講習 ３

救急員養成講習

短期講習

水上安全法

救助員Ⅰ養成（プー

ル）
※ ※ ※ ※

救助員Ⅱ養成（海） ※ ※ ※ ※

短期講習
３

県教委共催

健康生活

支援講習

支援員養成講習

短期講習

幼児安全法

支援員養成講習 ２ ３ １ ６

短期講習 ３
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オンラインでの講演資料

海やプールで溺れた人を助けるために使う
チューブの使い方を伝える様子

溺れた人を救助する様子

三角巾で頭のけがを手当する様子 胸骨圧迫を受講者全員で練習する様子

イ 地区分区（地元行政含む）、コミュニティ協議会、自主防災組織、奉仕

団、青少年赤十字加盟校（ 含む）等との連携による計画的かつ効率的

な事業の実施

（ア）他団体と連携した赤十字防災・減災セミナー開催

新潟大学災害・復興科学研究所、新潟地方気象台と連携したプロ

グラム（学校現場ですぐに役立つ防災教育と災害時の対応）を企画

し、オンラインセミナーを実施しました。

（イ）新規講習会開催団体を拡充するための方策を実施

ａ 救急法

講習会未実施の法人・団体に、講習会広報パンフレットや「赤十

字講習会申込システム」を紹介し、新規団体の確保に努めました。

ｂ 水上安全法

新潟県教育委員会と共催で、新潟県内３会場において、教員に向け

に水の事故防止と救助の方法や着衣泳を普及しました。

ｃ 幼児安全法
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ストッキングを使用した手当の様子

受講者みんなでマッサージをする様子

赤ちゃん用の訓練人形に AED
を使用する様子

毛布ガウンを体験する様子

保育関連の専門学校や保育所に関係のある幼児安全法指導員を

通じて、講習会を紹介し開催しました。

ｄ 健康生活支援講習

地域住民の自助・互助の意識の醸成、地域包括ケアシステムの

構築を目的に、各赤十字奉仕団や地域などで講習会を開催しまし

た。

− 8 −
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防災教育事業指導者養成研修の様子

幼児安全法指導員養成講習会

（（３３））必必要要なな人人材材のの確確保保

ア 防災教育事業指導者養成

新潟県支部主催で、ボランティアを対象に研修会を開催し、「災害の備え」

「災害エスノグラフィー」「災害図上訓練（ ）」を実施できる防災教育事

業指導者を養成しました。

イ 生命と健康を守る講習会の指導員養成・育成

一定の条件を満たした各種の講習会指導員に対し、講習展開や指導技術

の維持・向上のために、指導員研修会を開催しました。

また、定期的に指導員の知識や指導技術等を確認するため、適性審査を

実施しました。

さらに、赤十字幼児安全法指導員養成研修会を開催し、対応できる指導

員を１１人養成しました。

水上安全法指導員研修会
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【指導者養成育成にかかる研修会等】

研修会・講習会 対象者 参加人数

防災教育事業指導者養成

研修会

防災ボランティア、青少年赤十字賛助奉仕団員 人

救急法等各種指導員研修

会

救急法指導員 水上安全法指導員

幼児安全法指導員

健康生活支援講習指導員

人

救急法等各種指導員資格

継続適性審査

救急法指導員

幼児安全法指導員

健康生活支援講習指導員

人

幼児安全法指導員養成講

習会

ボランティア 人

【令和５年３月３１日現在 講習指導員資格保有数 ※複数資格保有あり】

講習名
ボランティア

指導員数（人）

職員指導員数

（新潟県支部・施設含）（人）

防災教育事業指導者 ５

救急法

水上安全法 ０

幼児安全法 ７

健康生活支援講習 ５

（（４４））必必要要なな資資材材のの整整備備とと適適正正なな配配置置

ア 幼稚園・保育所や学校に防災プログラムで使用する「きけんはっけん！」

や「まもるいのち ひろめるぼうさい」等の教材を配布し、講演等の依頼に

対応しました。

イ 新潟県内赤十字安全奉仕団分団に対し、心肺蘇生法訓練用人形等の講習資

材を分散配置し、各地域からのニーズに迅速に対応するとともに、地域（分

団）間で連携した講習会を開催できるよう検討しました。

− 10 −



青少年赤十字防災教育プログラム
「まもるいのち ひろめるぼうさい」

幼稚園・保育所向け防災教材
「きけん はっけん！」

小学校での「段ボールベッド設営体験」 小学校での「まもるいのち ひろめるぼうさい」
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２２．．赤赤十十字字をを広広くく知知っっててももららいい、、パパーートトナナーーととのの

協協働働をを推推進進すするる

赤十字活動を広く県民に知ってもらうための効果的な広報

施施策策④④ 県県民民にに届届くく広広報報活活動動のの推推進進

赤十字運動月間を中心に赤十字の活動を理解していただけるよう様々な広報

活動を行いました。

（（１１）） 多多様様化化にに合合わわせせたた広広報報戦戦略略のの策策定定とと実実施施

赤十字の使命と役割、活動内容等について、県民の皆様からの一層の理解

と協力を得るため、ホームページや 、広報誌等で各活動報告等の情報発

信を行いました。

（（２２）） 顔顔のの見見ええるる広広報報活活動動のの実実施施

地区分区と連携し、自治町内会へポスターの掲示や赤十字活動紹介チ

ラシを県内の各世帯へ配布しました。また、コロナ禍において、イベント

等の実施が難しい中、活動紹介のパネルを展示するなど接触を避けた方法

で赤十字活動の を実施しました。

ア 赤十字 ポスターの掲示

イ 赤十字 チラシの配布

ウ 横断幕の掲示

県庁前交差点での横断幕掲出 令和４年度赤十字PRポスター

プロジェクト３

１
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３３））ママススメメデディィアアをを活活用用ししたた広広報報活活動動のの実実施施

赤十字運動月間が始まる５月１日に、県民の皆様にご協力への感謝と赤十

字の活動内容を記載した新聞広告を掲載しました。

また、赤十字の活動を広く知ってもらうため、積極的にプレスリリースを

発出して情報発信に努めました。

（（４４））時時代代にに即即ししたた広広報報活活動動のの検検討討

ホームページや を活用し、以下の情報をタイムリーに提供し、

支援者の拡大や活動内容等の広報に努めました。

・新潟県支部の活動紹介

・赤十字活動に参加及び支援する方法

・地区分区が実施するイベント等の告知及び活動紹介

・各種講習会開催日程等

・企業や団体からの寄贈報告

・新潟県支部の事業計画、予算、事業報告、決算報告

・国内義援金、海外救援金の募集案内や実績報告
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（４） 時代に即した広報活動の検討（４） 時代に即した広報活動の検討

（３） マスメディアを活用した広報活動の実施（３） マスメディアを活用した広報活動の実施



時時代代のの変変化化にに対対応応ししたた募募集集方方法法にによよるる活活動動資資金金のの確確保保

施施策策⑤⑤ 地地区区分分区区ととのの連連携携強強化化にによよるる町町内内会会等等をを通通じじたた活活動動資資金金のの確確保保

  
より多くの県民の理解と信頼を得て、支援者の増強と活動資金の確保を図る

ことを目的に、５月・６月を中心に「赤十字運動月間」を展開しました。

（（１１））地地区区分分区区ととのの顔顔のの見見ええるる関関係係のの構構築築とと連連携携強強化化

地区分区との連携強化を図るため、地区分区の総会や募集活動説明会、自

治町内会の会合等に職員が参加し、募集活動を効果的に推進できるよう、赤

十字事業の説明を行いました。

また、地区参与事務委員会議を開催し、募集状況の現状や募集資材の運用、

広報等の情報共有を行いました。

プロジェクト４

１

新潟市地区本部赤十字パネル展 新潟市西区ふれあい・あきまつり

（新潟市西区地区一日赤十字デー）
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地区分区における活動資金実績額一覧

北 区 地 区

東 区 地 区

中 央 区 地 区

江 南 区 地 区

秋 葉 区 地 区

南 区 地 区

西 区 地 区

西 蒲 区 地 区

令和４年度実績額（円）
目標に対する達成率

（％）

地区・分区における活動資金実績額一覧

十 日 町 市

新 潟 市 地 区 本 部

新
　
　
潟
　
　
市

長 岡 市

上 越 市

令和４度
目標額（円）

三 条 市

柏 崎 市

新 発 田 市

小 千 谷 市

加 茂 市

聖 籠 町

見 附 市

村 上 市

燕 市

糸 魚 川 市

妙 高 市

五 泉 市

阿 賀 野 市

佐 渡 市

魚 沼 市

南 魚 沼 市

胎 内 市

刈 羽 村

関 川 村

粟 島 浦 村

合 計

弥 彦 村

田 上 町

阿 賀 町

出 雲 崎 町

湯 沢 町

津 南 町
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施施策策⑥⑥ 個個人人・・法法人人寄寄付付のの新新規規開開拓拓とと拡拡充充

個人や法人からの継続的な寄付に加え、有功会、経済団体、社会貢献団体等

の協力を得ながら、新規開拓に努めました。

（（１１）） 法法人人、、団団体体、、個個人人のの新新規規開開拓拓とと拡拡充充

ア 赤十字会員の普及促進

会員増強を図るために、過去に取得したデータや日赤本社提供データを

活用し、新規会員確保に努めました。また、ご協力いただいた法人、個人、

団体に対して、活動報告とご協力のお礼を送付し更なる協力を依頼しまし

た。

区 分 協 力 者 数

個人会員・協力会員 ２８８，６４５名

法人会員・協力会員 ２，３６３法人

合 計 ２９１，００８名・法人

会 員）年額 円以上の寄付者で、会員登録された方。

（協力会員）会員としての資格はあるが会員登録を希望されない個人・法人、

または年額 円未満の寄付者等。

活動資金実績額一覧

区分 予算額 円 実績額 円 予算比

地区分区扱社資  

支
部
直
扱
社
資

個 人 社 資  

支部直扱（個人指定）  

法 人 社 資  

法人社資（法人指定）  

口座振替による協力  

クレジットカードによる協力  

海外救援金（地方税法指定寄付金）※ － －  

合 計  

※海外で発生した大規模災害等の条件を満たす救援金については、個人住民税の寄附金

税額控除の対象となるため、指定事業社資収入に計上される。

− 16 −



イ 企業、団体とのパートナーシップ制度の推進

赤十字活動資金への協力額に応じて、社会貢献ステッカーやプレートの

贈呈や新潟県支部ホームページに社名掲載を行うなど、企業・団体の皆様と

のパートナーシップによる活動資金の確保に努めました。

ステッカー【令和４年度実績 1,618 社（団体）】
（協力額が年間１万円以上３万円未満の企業・団体へ贈呈）

社会貢献プレート 【令和４年度実績 262 社（団体）】
(協力額が年間３万円以上企業・団体へ贈呈）

新潟県支部ホームページバナー

【令和 4 年度実績 47 社（団体）※令和４年度新規掲載３社】

（協力額 10 万円以上の企業・団体の内ホームページへの掲載

をご承諾いただいた企業・団体を掲載）
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ウ ハッピースマイルベンダー（募金型自動販売機）

企業との協働により募金型自動販売機の設置を

推進し、活動資金の確保に努めました。

エ 遺贈・相続財産寄付の獲得に向けた働きかけ

新潟県日赤有功会との共催で「赤十字終活セミナー」を開催し、三遊亭

白鳥師匠による「知って分かった！コロナの時代、生前整理は大事です」

を題目とした落語や、新潟県司法書士会の先生による「終活の基礎知識」

の講演など、終活について分かりやすくお話しいただく機会となりました。

オ 経済団体や社会貢献団体（ロータリークラブ等）で赤十字の事業説明を行い

活動資金への協力を呼び掛けました。

募金型自動販売機
設置台数【令和４年度末の実績44台※令和４年度新規４台】

令和４年度赤十字終活セミナー
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ウ　ハッピースマイルベンダー（募金型自動販売機）

エ　遺贈・相続財産寄付の獲得に向けた働きかけ



赤赤十十字字奉奉仕仕団団、、ボボラランンテティィアアととのの協協働働のの推推進進

施施策策⑦⑦ 地地域域にに密密着着ししたた赤赤十十字字活活動動のの推推進進とと組組織織体体制制のの強強化化

赤十字奉仕団は、災害時には赤十字が実施する救護活動への協力や被災者支援

活動、ボランティアの安全管理を行います。 
また、平時には災害に強いまちづくりや地域住民が健康で安全に暮らせる地域

社会を目指すため、赤十字の人道活動の担い手として、地域のネットワークや専

門性を活かした奉仕団活動を推進します。

支部は、その活動の可視化が図れるような働きかけを行うとともに、奉仕団の

主体性と協働体制の強化を図りました。

（（１１））令令和和４４年年８８月月豪豪雨雨災災害害ににおおけけるる赤赤十十字字奉奉仕仕団団のの活活動動

令和４年８月３日（水）からの記録的な大雨により、下越地区は大きな被害

に見舞われました。

赤十字奉仕団は、被災された方に手作りのお弁当や必要物品のお届け、ボラ

ンティアの活動場所で熱中症予防の呼びかけなどの支援活動を行いました。

ププロロジジェェククトト５５

被災者宅訪問活動 ボランティアの安全管理

奉仕団が手作りのお弁当を作っている様子 被災者の方へお弁当を手渡している様子
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（（２２））災災害害にに強強いいままちちづづくくりりをを目目指指すす奉奉仕仕活活動動のの推推進進

県や市町村、自治町内会が主催する防災訓練に参加しました。

また、訓練に参加するにあたり、奉仕団が保有する資機材の整備を行いました。

アア 各各種種防防災災訓訓練練へへのの参参加加

イイ 研研修修会会へへのの参参加加・・実実施施

（（３３））健健康康でで安安全全なな地地域域社社会会をを目目指指すす活活動動のの推推進進

少子高齢化の進展に伴い生じた様々な地域課題に対する活動支援を行いました。

自治会防災訓練信濃川水防訓練参加

防災教育事業指導者養成研修会 いざという時のための応急手当講習

健康生活支援講習会の開催 「地域の茶の間」での講習会開催
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（（４４））地地域域ととのの連連携携にによよるる事事業業展展開開

ア 気軽で参加しやすいボランティア活動プログラムの策定

奉仕団と青少年赤十字加盟校等が連携した活動を進めていけるよう、青少年

赤十字メンバー等を対象とした防災学習や炊き出し体験を行いました。

イ ホームページや 等の ツール活用

支部や奉仕団が主催した活動等をホームページ等に掲載し、活動内容を周

知しました。

（（５５））若若年年層層のの裾裾野野をを広広げげるる活活動動強強化化

青年赤十字奉仕団員が、主体的に参加しやすいボランティア活動や研修会等

の支援を行いました。

（（６６））活活動動のの拡拡大大とと活活性性化化

各奉仕団が、団員へ赤十字の一員としての意識向上を図るために開催した基

礎研修会等へ講師の派遣を行いました。

青少年赤十字加盟園での防災学習会 防災学習と炊き出し体験

災害時支援講習会「毛布ガウン体験」 避難所体験
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赤赤十十字字奉奉仕仕団団のの登登録録状状況況（（令令和和５５年年３３月月 日日現現在在））

赤赤十十字字防防災災ボボラランンテティィアアのの登登録録状状況況（（令令和和５５年年３３月月 日日現現在在））

名 称 団数 団員数

地 域 赤 十 字 奉 仕 団 団 人

青 年 赤 十 字 奉 仕 団 団 人

特 殊 赤 十 字 奉 仕 団 団 人

合 計 団 人

名 称 登録数

赤十字防災ボランティアリーダー 人

赤十字防災ボランティア地区リーダー 人

合 計 人
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３３．．中中・・長長期期のの視視点点ににたたっったた施施策策をを展展開開しし、、未未来来にに

向向けけたた基基盤盤ををつつくくるる

中長期ビジョンの実現に向けた組織運営

施施策策⑧⑧ 中中期期ビビジジョョンンのの目目標標達達成成にに向向けけたた事事業業のの実実施施ととそそれれをを実実現現すするる組組

織織運運営営

（（１１））中中期期ビビジジョョンンにに基基づづくく、、各各ププロロジジェェククトト、、施施策策のの効効果果的的なな実実施施

中期ビジョンに掲げた３本の柱と各プロジェクトに基づいて、断続性・一貫

性を持たせた効果的な事業の実施に努めました。

毎年度の事業計画の策定と予算編成の際、各事業が目標・目的に沿って進め

られているかを検証し、目的や社会ニーズに沿っていない事業や優先度の低い

事業はスクラップし、新たな事業をビルドし、優先度の高い事業へシフトする

など、事業の整理・統合を行いました。

（（２２））組組織織基基盤盤のの整整備備ととネネッットトワワーーククのの確確立立

ア 地区分区、ボランティア、新潟県、経済団体等、様々な関係機関と連携

し、より効果的・効率的な事業展開を図りました。県内赤十字施設とは、

情報共有を図り、施設間で事業を補い合える体制を整備するなど、日赤と

してネットワークを確立しました。

イ 赤十字組織本来の目的を職員が共有し、共感しながら、主体的・自発的

に活動できる組織基盤を構築しました。

（（３３））赤赤十十字字のの信信頼頼性性確確保保ととブブラランンドド力力のの維維持持・・向向上上

全職員が、研修等を通じてコンプライアンスに対する意識を高めるほか、監

査や評議員会で、業務の可視化や情報開示を積極的に進め、組織全体の透明性

を図ることにより、赤十字の信頼性を確保しました。

プロジェクト６
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施施策策⑨⑨ 施施策策をを担担うう職職員員のの確確保保・・育育成成

（（１１））人人材材（（支支部部職職員員））確確保保・・育育成成ププラランンのの策策定定

多様化・高度化する事業のニーズに対応し得る専門性を有した職員と、事業

全体を横断的、総合的に判断できる広い視野を有する職員の育成が必要である

ことから、計画的なキャリア形成プログラムを導入し、人材育成・能力開発の

充実を図りました。

２２））中中期期ビビジジョョンンのの実実現現にに必必要要なな支支部部職職員員のの育育成成

職員個人が能力向上を図れるよう、職員が自ら知識・スキルの取得できる自

己啓発機会を提供しました。

３３））適適正正なな労労働働環環境境ととワワーーククラライイフフババラランンススのの実実現現

職員が心身とも健康で、安心して働き続けられる職場にするため、「健康経営」

への取り組みを宣言し、健康維持・増進のサポートを積極的に行いました。

また、仕事と生活のオンとオフのメリハリをつけることによりワークライフ

バランスを実践し、組織全体の生産性の向上を図りました
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新新社社屋屋建建設設のの推推進進

施施策策⑩⑩ パパーートトナナーーととのの協協働働、、多多用用なな赤赤十十字字活活動動のの拠拠点点ととななるる新新社社屋屋のの建建設設

１１））新新社社屋屋のの建建設設おおよよびび事事務務所所のの移移転転

ア 建替工事の施行管理

基本設計、実施設計に基づいた建替工事が計画通りに行われるよう、設計

者、建設会社、新潟県支部の三者が連携を密にして施工管理を行いました。

イ テナントにおける業務運営

建替工事に伴い、一時移転先（テナント）における業務運営を行うと共に、

新社屋の完成に合わせて内覧会や竣工式等の準備を行いました。

（（２２））新新社社屋屋ににおおけけるる活活動動準準備備

新社屋の完成を契機として全てのプロジェクトが円滑に進むように、新社屋

を利用される地域やボランティア等の意見を反映させるワークショップや検討

会（建設実行委員会）を開催しました。

令和 年 月に引渡しを受けた新社屋

プロジェクト７
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活活動動のの未未来来をを支支ええるる人人材材育育成成

施施策策⑪⑪ 未未来来をを担担うう豊豊かかなな心心ををももっったた青青少少年年のの育育成成

（（１１））教教育育行行政政等等ととのの連連携携とと学学校校現現場場へへのの周周知知

教育委員会へ赤十字が行う防災プログラムを周知し、教育行政機関等との関

係を深め、学校現場における防災教育の実施に向け、情報共有を行いました。

（（２２））青青少少年年赤赤十十字字ササポポーートト体体制制のの構構築築

ア 教職員をサポートする指導者の養成と育成

活動の活性化に繋げるため、県内各地区にて、青少年赤十字指導者協議会

や研究集会等を開催し、講演や他県における青少年赤十字事業の活動等を共

有しました。

ププロロジジェェククトト８８

周知チラシ

研究集会（オンライン）

Onnrainn 

− 26 −



イ 教育現場のニーズに即した育成手法やプログラムの周知と提供

学校教育現場のニーズに応え、避難訓練時等に併せて赤十字防災教育プロ

グラムを実施しました。

（（３３））各各地地域域ににおおけけるる青青少少年年赤赤十十字字活活動動のの理理解解促促進進

令和４年度は「青少年赤十字創設 周年」にあたることも踏まえ、以下の

活動を行いました。

ア 寄せ書き旗の制作

県内一部青少年赤十字加盟校に協力いただき、これまでの青少年赤十字の

活動を知るため、また、今後の活動を考えるきっかけ作りを目的として「寄

せ書き旗」を制作しました。

制作した寄せ書き旗

赤十字防災教育プログラム
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イ 青少年赤十字創設 周年記念書籍『青少年赤十字のひみつ』の贈呈

赤十字の成り立ちや、他者を思いやる気持ちを持つことの大切さ、「人

道」という言葉の意味など、青少年赤十字が大切にしていることを解説した

書籍を県内全小学校へ贈呈しました。

【【青青少少年年赤赤十十字字加加盟盟校校登登録録数数】】

（（４４））未未来来ににつつななががるる人人材材育育成成

新社屋建設や青少年赤十字創設 周年等を契機に、「子どもたちの未来を

もっと明るくすること」などを目的に、地域、学校、世代を越えた高校生・大

学生を集め、企画・発信していくプロジェクト「赤十字こども若者みらい会議」

を発足しました。

令和４年度のテーマは、「防災・減災に沿って未来を考える」こととし、 月

には、東日本大震災の被災地（宮城県石巻市）をめぐり、地元の方から震災の

お話を伺いました。

名 称
登録数

（校又は園）

小学校

中学校

高等学校

幼稚園・保育園・こども園

『青少年赤十字のひみつ』
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また、地元の同世代の方とのオンラインでの交流を通して、今の自分たちに

何ができるのかを考え、今後の防災・減災活動に向けた活動の検討を進めま

す。

（（５５））交交通通安安全全帽帽（（黄黄色色いい帽帽子子））交交付付事事業業

児童を交通事故から守るとともに、地域、家族ぐるみの

交通安全意識を啓発することを目的に、新潟県・市町村・

新潟県支部で組織する新潟県交通安全帽交付事業協議会

は、小学校新入学児童に「黄色い交通安全帽」を交付し

ました。

【令和４年度交付数 個】

令和４年度は、県内交通安全にかかわる団体から交通安全帽交付事業の趣旨

についてご賛同いただき、下記７団体様よりご協賛いただきました。

黄色い交通安全帽

赤十字防災かるた

語り部プログラム「東日本大震で失われたい

のち」について

石巻赤十字病院見学

地元の高校生や青年赤十字奉仕団との交流

（オンライン）

震災遺構「大川小学校」見学
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・協賛団体

公益社団法人 新潟県トラック協会

一般社団法人 新潟県安全運転管理者協会

公益財団法人 新潟県交通安全協会

一般社団法人 新潟県指定自動車教習所協会

新潟県高速道路交通安全協議会

一般財団法人 新潟県自動車練習所

新潟県日赤有功会 ※新規協賛

（以上７団体、順不同）
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４４．．県県内内赤赤十十字字施施設設のの活活動動

（（１１））長長岡岡赤赤十十字字病病院院

長岡赤十字病院では、過去 年と同様に感染症指定医療機関として新型コロナウイ

ルス感染症に対し行政、関係機関と連携してまいりました。

また、救命救急センター・総合周産期母子医療センターとして、急性期医療機能の

維持にも努め、感染予防策を講じながら安全・安心、高度で専門的な医療提供を継続

してまいりました。

（（２２））長長岡岡赤赤十十字字看看護護専専門門学学校校

長岡赤十字看護専門学校においては、赤十字の基本理念である人道を基盤とし、

人々が生きることを支えるために、自ら学び、看護を創造する豊かな人間性を備

えた看護実践者を養成しました。

（令和 年 月 日現在）

（（３３））新新潟潟県県赤赤十十字字血血液液セセンンタターー

新潟県赤十字血液センターにおいては、関東甲信越ブロック血液センターの事

業計画に基づき、地域センターの責務である献血の受入ではコロナ禍における密

防止と安定採血を目的とした献血予約の推進、また、血液製剤の安定供給の確保

においては 受注に重点を置いて、効率的な事業運営に努めてまいりました。

学 年 １年生 ２年生 ３年生 計

学生数 人
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収

入
未

済
額

　
・
駐
車
場
収
入

(
6
)
家
賃
収
入

　
・
寮
・
社
宅
収
入

　
・
テ
ナ
ン
ト
収
入

 
1
0
.
雑

収
入

1
 
利
子
収
入

(
1
)
預
貯
金
利
子
収
入

(
2
)
貸
付
金
利
子
収
入

(
3
)
出
資
金
利
子
収
入

2
 
負
担
金
収
入

(
1
)
講
習
会
等
負
担
金
収
入

　
・
救
急
法
等
共
催
団
体
負
担
金

　
・
救
急
法
教
本
代
等

　
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
受
講
料

(
2
)
青
少
年
赤
十
字
等
行
事
参
加
負
担
金
収
入

(
3
)
そ
の
他
負
担
金
収
入

　
・
刊
行
出
版
物
等
負
担
金

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
分
担
金

3
 
雑
収
入

(
1
)
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
収
入

(
2
)
巡
回
診
療
等
収
入

　
　
内
容
［
1
］

　
　
内
容
［
2
］

(
3
)
過
年
度
収
入

(
4
)
雑
収
入

　
・
収
益
事
業
収
入

　
・
施
設
利
用
収
入

　
・
損
害
填
補
等
保
険
金

　
・
雑
収
入

1
1
.
前

年
度

繰
越

金

1
 
前
年
度
繰
越
金
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

円
円

円
円

円
円

円
 
支
部
費

 
1
.
災
害
救
護
事
業
費

円

1
 
災
害
救
護
指
導
事
業
費

(
1
)
救
護
班
指
導
費

　
・
支
部
単
位
救
護
訓
練
費

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
又
は
複
数
支
部
合
同
救
護
訓
練
費

　
・
地
方
公
共
団
体
等
主
催
訓
練
参
加
費
　

　
・
管
理
諸
費
　

(
2
)
救
助
事
業
費

　
・
救
護
員
災
害
派
遣
費

　
・
臨
時
救
護
班
派
遣
費

　
・
災
害
見
舞
金
　

(
3
)
救
護
業
務
管
理
費

2
 
災
害
救
護
装
備
費

(
1
)
装
備
費

　
・
救
護
装
備
整
備
費

　
・
救
護
装
備
維
持
管
理
費

　
・
救
護
機
材
整
備
費

　
・
救
護
機
材
修
理
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
資
材
費

　
・
救
護
資
材
整
備
費

　
・
救
護
資
材
維
持
管
理
費

3
 
非
常
災
害
救
援
物
資
整
備
費

(
1
)
救
援
物
資
整
備
費

　
・
非
常
用
備
蓄
物
資
整
備
費

　
・
救
援
物
資
整
備
費

4
 
災
害
義
援
金
送
付
金

(
1
)
災
害
義
援
金
送
付
金

　
[
1
]
災
害
名
(
　
　

）

　
[
2
]
災
害
名
(
　
　

）

　
[
3
]
災
害
名
(
　
　

）

　
[
4
]
災
害
名
(
　
　

）

　
[
5
]
災
害
名
(
　
　

）

5
 
救
護
看
護
師
指
導
養
成
費

(
1
)
養
成
費

　
・
救
護
看
護
師
養
成
費
　
　
　

　
・
奨
学
金

　
・
管
理
諸
費

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
災
害

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

(
2
)
指
導
養
成
管
理
費

 
2
.
社
会
活
動
費

1
 
救
急
法
等
普
及
費

(
1
)
救
急
法
等
普
及
事
業
費

　
・
救
急
法
普
及
事
業
費

　
　
　
救
急
法
普
及
の
た
め
の
特
色
あ
る
事
業

[
1
]
（

）

[
2
]
（

）

　
・
水
上
安
全
法
普
及
事
業
費

　
・
雪
上
安
全
法
普
及
事
業
費

　
・
健
康
生
活
支
援
講
習
普
及
事
業
費

　
・
幼
児
安
全
法
普
及
事
業
費

　
・
救
急
法
等
関
係
会
議
・
研
修
会
費

　
　
　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
研
修
会

　
・
救
急
法
等
資
料
整
備
費

　
・
救
急
法
等
講
習
教
材
、
資
材
作
成
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
救
急
法
等
指
導
管
理
費

2
 
奉
仕
団
活
動
費

(
1
)
奉
仕
団
指
導
育
成
費

　
・
奉
仕
団
関
係
会
議
・
研
修
会
費

　
・
奉
仕
団
関
係
資
料
整
備
費

　
・
奉
仕
団
等
育
成
費

　
　
　
活
動
助
成
金

　
・
他
団
体
関
係
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
奉
仕
団
研
修
費

(
3
)
奉
仕
団
活
動
管
理
費

3
 
青
少
年
赤
十
字
活
動
費

(
1
)
青
少
年
赤
十
字
指
導
育
成
費

　
・
青
少
年
赤
十
字
関
係
会
議
・
研
修
会
費

　
・
青
少
年
赤
十
字
関
係
資
料
整
備
費

　
・
機
関
誌
刊
行
費

　
・
青
少
年
赤
十
字
育
成
費

　
・
他
団
体
関
係
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
青
少
年
赤
十
字
研
修
費

　
・
青
少
年
赤
十
字
ス
タ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
費

　
・
青
少
年
赤
十
字
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
費
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

(
3
)
青
少
年
赤
十
字
国
際
交
流
事
業
費

(
4
)
青
少
年
赤
十
字
活
動
管
理
費

4
 
社
会
福
祉
活
動
費

(
1
)
社
会
福
祉
活
動
指
導
事
業
費

　
・
社
会
福
祉
事
業
関
係
会
議
・
研
修
会
費

　
・
社
会
福
祉
事
業
関
係
資
料
整
備
費

　
・
業
務
指
導
費

　
・
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
事
業
費

　
・
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業
費

　
・
地
域
高
齢
者
生
活
支
援
活
動
推
進
事
業
費

　
・
他
団
体
関
係
費

　
・
社
会
福
祉
施
設
運
営
費

　
・
補
装
具
材
料
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
社
会
福
祉
活
動
管
理
費

5
 
医
療
事
業
費

(
1
)
医
療
指
導
費

　
・
資
料
整
備
費

　
・
業
務
指
導
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
医
療
事
業
管
理
費

6
 
巡
回
診
療
事
業
費

(
1
)
巡
回
診
療
費

　
・
巡
回
診
療
費

　
・
成
人
病
等
予
防
検
診
費

(
2
)
巡
回
診
療
管
理
費

7
 
血
液
事
業
費

(
1
)
血
液
事
業
普
及
整
備
費

　
・
資
料
整
備
費

　
・
業
務
指
導
費

　
・
献
血
推
進
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
血
液
事
業
管
理
費

 
3
.
国
際
活
動
費

1
 
国
際
救
援
活
動
費

(
1
)
国
際
救
援
事
業
費

　
・
国
際
救
援
事
業
費

　
[
1
]
事
業
名
(
　
　

）

　
[
2
]
事
業
名
(
　
　

）
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

　
[
3
]
事
業
名
(
　
　

）

　
[
4
]
事
業
名
(
　
　

）

　
・
個
人
住
民
税
控
除
海
外
救
援
金

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
国
際
開
発
協
力
事
業
費

　
・
国
際
開
発
協
力
事
業

　
[
1
]
事
業
名
(
　
　

）

　
[
2
]
事
業
名
(
　
　

）

　
[
3
]
事
業
名
(
　
　

）

　
[
4
]
事
業
名
(
　
　

）

　
・
管
理
諸
費

(
3
)
国
際
活
動
諸
費

　
・
国
際
交
流
事
業
費

　
訪
問
国
名
(

）

　
事
業
名
（

）

　
来
訪
国
名
(

）

　
事
業
名
（

）

　
・
管
理
諸
費

(
4
)
国
際
活
動
管
理
費

 
4
.
指
定
事
業
地
方
振
興
費

1
 
指
定
事
業
地
方
振
興
費

(
1
)
災
害
救
護
設
備
整
備
費

(
2
)
災
害
救
護
物
資
備
蓄
費

(
3
)
採
血
受
入
機
関
整
備
費

(
4
)
原
爆
病
院
設
備
整
備
費

(
5
)
救
急
医
療
体
制
整
備
費

(
6
)
支
部
国
際
活
動
基
金
積
立
金

(
7
)
募
集
事
務
費

 
5
.
地
区
分
区
交
付
金
支
出

1
 
地
区
分
区
交
付
金
支
出

(
1
)
事
務
費
交
付
金
支
出

(
2
)
事
業
費
交
付
金
支
出

 
6
.
社
業
振
興
費

1
 
社
業
振
興
費

(
1
)
社
資
募
集
及
び
会
員
管
理
費

　
・
式
典
費

　
・
有
功
章
、
章
記
、
感
謝
状
作
成
費

　
・
社
資
募
集
及
び
会
員
管
理
関
係
会
議
費

　
・
社
業
振
興
関
係
資
料
整
備
費
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
指
定
事
業
社
資
募
集
事
務
費

(
3
)
社
業
振
興
業
務
管
理
費

2
 
広
報
活
動
費

(
1
)
広
報
活
動
費

　
・
社
資
募
集
用
資
料
作
成
費

　
・
広
報
誌
発
行
費

　
・
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
広
報
宣
伝
費

　
・
広
報
関
係
資
料
整
備
費

　
・
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
運
営
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
広
報
業
務
管
理
費

 
7
.
基
盤
整
備
交
付
金
・

補
助
金
支
出

1
 
基
盤
整
備
交
付
金
・
補
助
金
支
出

(
1
)
医
療
施
設
基
盤
整
備
交
付
金
支
出

(
2
)
血
液
事
業
基
盤
整
備
交
付
金
支
出

(
3
)
社
会
福
祉
施
設
基
盤
整
備
交
付
金
支
出

(
4
)
補
助
金
支
出

　
・
日
本
赤
十
字
学
園
補
助
金

　
・
同
方
会
支
部
補
助
金

 
8
.
貸
付
金
支
出

1
 
他
会
計
貸
付
金
支
出

(
1
)
他
会
計
貸
付
金
支
出

　
・
貸
付
先
特
会
・
内
容

　
[
1
]
（

）

　
[
2
]
（

）

 
9
.
償
還
金
支
出

1
 
償
還
金
支
出

(
1
)
銀
行
等
借
入
金
償
還
金
支
出

　
・
借
入
先
・
内
容

　
[
1
]
（

）

　
[
2
]
（

）

(
2
)
資
金
借
入
金
償
還
金
支
出

　
・
借
入
先
資
金
・
内
容

　
[
1
]
（

）

　
[
2
]
（

）

(
3
)
他
会
計
等
借
入
金
償
還
金
支
出
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

　
・
借
入
先
・
内
容

　
[
1
]
（

）

　
[
2
]
（

）

2
 
支
払
利
息

(
1
)
銀
行
等
借
入
金
支
払
利
息

(
2
)
資
金
借
入
金
支
払
利
息

(
3
)
他
会
計
等
借
入
金
支
払
利
息

1
0
.
積
立
金
支
出

1
 
資
金
積
立
金
支
出

(
1
)
災
害
等
資
金
積
立
金
支
出

(
2
)
国
際
救
護
活
動
資
金
積
立
金
支
出

(
3
)
施
設
整
備
準
備
資
金
積
立
金
支
出

(
4
)
特
別
退
職
金
積
立
留
保
金
支
出

2
 
事
業
準
備
積
立
金
支
出

(
1
)
事
業
準
備
積
立
金
支
出

3
 
退
職
給
与
資
金
特
別
会
計
積
立
金
支
出

(
1
)
退
職
給
与
資
金
特
別
会
計
積
立
金
支
出

1
1
.
出
資
金
支
出

1
 
出
資
金
支
出

(
1
)
総
合
資
金
出
資
金
支
出

1
2
.
総
務
管
理
費

1
 
評
議
員
会
等
諸
費

(
1
)
評
議
員
会
等
諸
費

　
・
評
議
員
旅
費

　
・
管
理
諸
費

(
2
)
そ
の
他
諸
費

　
・
名
誉
職
等
旅
費

　
・
管
理
諸
費

2
 
総
務
管
理
費

(
1
)
総
務
費

　
・
旅
費

　
・
備
品
消
耗
品
費

　
・
光
熱
水
費

　
・
通
信
運
搬
費

　
・
印
刷
費

　
・
雑
費

(
2
)
業
務
費

　
・
障
害
者
雇
用
負
担
金

　
・
職
員
研
修
費
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

　
・
職
員
健
康
管
理
事
業
費

　
・
職
員
厚
生
福
祉
事
業
費

　
・
自
己
啓
発
援
助
費

　
・
管
理
諸
費

(
3
)
保
険
料
等
負
担
金

　
・
社
会
保
険
料
等
負
担
金

　
・
企
業
年
金
基
金
掛
金

　
・
固
定
資
産
税
等

　
・
法
人
税
分
担
金

　
・
消
費
税
分
担
金

　
・
事
業
所
税

　
・
自
動
車
税

(
4
)
管
理
費

3
 
監
査
費

(
1
)
監
査
委
員
監
査
費

(
2
)
外
部
監
査
費

(
3
)
そ
の
他
諸
費

　
　
　
予
備
監
査
実
施

無

1
3
.
資
産
取
得
及
び
資
産

管
理
費

1
 
資
産
取
得
及
び
資
産
管
理
費

　
・
営
繕
計
画
の
内
容

　
　
事
業
名
（

）

　
実
施
時
期
（

）

　
　
金
　
額
（
　
　
　
　
　

）

　
　
財
　
源
（
　
　
　

）

　
・
資
産
買
収
計
画
の
内
容

　
　
事
業
名
（

）

　
実
施
時
期
（

）

　
　
金
　
額
（
　
　
　
　
　

）

　
　
財
　
源
（
　
　
　

）

(
1
)
修
繕
費

(
2
)
損
害
保
険
料

　
・
損
害
填
補
資
金
特
別
会
計
積
立
金

　
・
自
動
車
任
意
保
険
料

(
3
)
建
築
費

(
4
)
設
備
費

(
5
)
備
品
費

(
6
)
土
地
買
収
費

8
9
3
,
6
6
7
,
0
6
0
円
（
設
計
・
改
築
工
事
）

但
し
血
液
セ
ン
タ
ー
と
の
按
分

施
設
整
備
準
備
資
金

社
屋
の
解
体
・
改
築
工
事

令
和
３
年
２
月
～
令
和
５
年
３
月
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款
項

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

前
　
年
　
度

事
業
繰
越
額

流
用
増
減
額

計

科
　
　
　
　
目

予
　
　
算
　
　
現
　
　
額

決
算
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

内
 
 
 
 
　
　
　
　
 
 
 
訳

(
7
)
建
物
買
収
費

(
8
)
管
理
諸
費

　
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料

　
・
雑
費

1
4
.
本
社
送
納
金
支
出

1
 
本
社
送
納
金
支
出

(
1
)
本
社
送
納
金
支
出

1
5
.
予
備
費

1
　
予
備
費
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協力会員及び寄付件数※

100万円 50万円 20万円 10万円 5万円 3万円 2万円 1万円 5千円 3千円 2千円 計 計
以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 （Ａ）

件 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件

新 潟 市 計

北 区

東 区

中 央 区

江 南 区

秋 葉 区

南 区

西 区

西 蒲 区

長 岡 市

上 越 市

三 条 市

柏 崎 市

新 発 田 市

小 千 谷 市

加 茂 市

十 日 町 市

見 附 市

村 上 市

燕 市

糸 魚 川 市

妙 高 市

五 泉 市

阿 賀 野 市

佐 渡 市

魚 沼 市

南 魚 沼 市

胎 内 市

市 計

聖 籠 町

弥 彦 村

田 上 町

阿 賀 町

出 雲 崎 町

湯 沢 町

津 南 町

刈 羽 村

関 川 村

粟 島 浦 村

町 村 計

地区分区計

支 部 扱

口座引落（個人）

クレジットカード決済（個人）

法 人 会 員

合 計

・世帯数は、令和５年１月末現在の住民基本台帳による。（速報値）

２２　　会会員員実実績績

会　　　　　員　　　　　件　　　　　数項目

地区本部・

地区・分区
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２　会員実績２　会員実績



合計額 達成率 世帯数 普及率
Ｅ（Ｃ＋Ｄ） （Ｅ/Ｂ） （Ｆ） （Ａ/Ｆ）

円 円 円 円 ％ 世帯 ％

・世帯数は、令和５年１月末現在の住民基本台帳による。（速報値）

令和4年度
目標額
（Ｂ）

実　　績　　額 会員普及率

会員からの
会費（C)

協力会員からの会費及
び寄付金（D)

※年額2,000円以上の寄付者で、会員登録を希望されない方及び年額2,000円未満の寄付者、自治・町内会一括での協力件数となる。
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３３ 救救護護員員のの登登録録及及びび常常備備救救護護班班のの編編成成

（（１１））救救護護員員のの登登録録

救 護 員 名 称 担 当 施 設 登 録 人 員 

救 護 班 要 員 長 岡 赤 十 字 病 院 人

血 液 供 給 要 員 新 潟 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー ６人

災 害 対 策 本 部 要 員  日 本 赤 十 字 社 新 潟 県 支 部 人

計  人

 
 

（（２２））常常備備救救護護班班のの編編成成

編 成 班 数 担 当 施 設 登 録 人 員 

 
救護班１０個班 
 
〔１個班編成基準〕 

医 師 ２人 
看護師長 １人 
看 護 師 ２人 
主 事 ２人 
薬 剤 師 １人 

計 ８人 
 

長 岡 赤 十 字 病 院 

登録総人員 人

（内 訳）

医 師 人

看護師長 人

看 護 師 人

（助産師含む）

主 事 人

薬 剤 師 人
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４４ 赤赤十十字字防防災災ボボラランンテティィアアリリーーダダーー・・地地区区リリーーダダーーのの養養成成  
 

区分 養成機関 
令和４年度末 
登録者数 

リーダー 本 社 ７人 

地区リーダー 支 部 人

 
＜内訳：養成計画に基づいた養成及び登録者数＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エリア 区 分
養成

計画数

令和３年度

養成者数

令和３年度末

登録者数

令和４年度

養成者数

令和４年度末

登録者数
過不足数

上越地区
リーダー ２ ０ ２ ０ ２ ０

地区リーダー ０ ０ ０

中越地区
リーダー ２ ０ ３ ０ ３ １

地区リーダー ０ ９ ０ ９ －

下越地区
リーダー ２ ０ １ ０ １ －１

地区リーダー ０ ２ ０ ２ －

新潟地区
リーダー ２ １ １ ０ １ －１

地区リーダー ０ ８ ０ ８ －

佐渡地区
リーダー ２ ０ ０ ０ ０ －２

地区リーダー ０ ２ ０ ２ －
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- 40 - 
 

５５ 主主要要救救護護資資材材及及びび装装備備のの整整備備状状況況

 
品 名 合計数量 摘 要

業 務 用 無 線 局 局

① ＭＨｚ

・固定局、基地局及び携帯基地局 ４

（支部 ２ 長岡赤十字病院 ２）

・陸上移動局《車載型》 ９

（支部 ５ 長岡赤十字病院 ４）

・陸上移動局及び携帯局《携帯型》

（支部 ８ 長岡赤十字病院６）

② ＭＨｚ

・基地局 １（支部 １）

・陸上移動局《車載型》 ９

（支部 ５ 長岡赤十字病院 ４）

・陸上移動局《携帯型》 （支部 ）

特定小電力無線 局 特定小電力無線電話装置

救 急 車 ２台 長岡赤十字病院 ２台

救 援 車 ７台
①通信指令車 １台（支部 １）

②災害救援車 ６台（支部 ４ 長岡赤十字病院 ２）

ド ク タ ー カ ー １台 長岡赤十字病院 １台

医 療 セ ッ ト ６組
長岡赤十字病院 ６組（ 資機材含）

内、携帯医療セット ２組

担 架 台 支 部 ８台 長岡赤十字病院 ３台

折 り 畳 み 寝 台 台 支 部 台 長岡赤十字病院 台

天 幕 張

①鉄柱天幕 張

（支部３、長岡赤十字病院 ２、地区分区配置等 ）

②エアテント ２張（支部 ２）

③リフトテント ２張（支部１ 長岡赤十字病院１）

災害用移動炊飯器 台 支 部 １台 地区分区配置 台

発 電 機 台
支 部 ５台 長岡赤十字病院 １台

無線奉仕団 台

投 光 器 ２台 支 部 ２台

折 り 畳 み 机 台
支 部 ７台 長岡赤十字病院 台

無線奉仕団 台

折 り 畳 み 椅 子 脚
支 部 脚 長岡赤十字病院 脚

無線奉仕団 脚

衛 星 電 話 ４台
支 部 ３台（車載型１ 可搬型２）

長岡赤十字病院 １台（可搬型１）
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６６ 救救援援物物資資のの備備蓄蓄状状況況

 

区 分 
毛 布 

（枚） 
緊急セット 

（個） 
バスタオル 

（枚） 
タ オ ル 

（枚） 
タオルケット 

（枚） 
安眠セット 

（個） 

令和４年度末 
備蓄数 

備 

蓄 

場 

所 

別 

内 

訳 

支部 

長 岡 
赤十字 
病 院 

０ ０ ０ ０

地 区 
分 区 

０ ０
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77　　救救援援物物資資のの交交付付状状況況

  火火災災等等にに対対すするる交交付付状状況況

全焼 半焼 全壊 半壊 床上 その他

（世帯）（世帯）（世帯）（世帯）（世帯）（箇所）

新 潟 市 北 区

新 潟 市 東 区

新潟市中央区

新潟市江南区

新潟市秋葉区

新 潟 市 南 区

新 潟 市 西 区

新潟市西蒲区

長 岡 市

三 条 市

柏 崎 市

新 発 田 市

小 千 谷 市

加 茂 市

十 日 町 市

見 附 市

村 上 市

燕 市

糸 魚 川 市

妙 高 市

五 泉 市

上 越 市

阿 賀 野 市

佐 渡 市

魚 沼 市

南 魚 沼 市

胎 内 市

聖 籠 町

弥 彦 村

田 上 町

阿 賀 町

出 雲 崎 町

湯 沢 町

津 南 町

刈 羽 村

関 川 村

粟 島 浦 村

合 計

注：　単位　毛布・バスタオル・タオルは（枚）、緊急セットは（個）

区　　分

被 災 状 況 等 救援物資交付内訳

毛布
緊急

セット
バ　ス
タオル

タオル
安眠

セット
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８８　　赤赤十十字字奉奉仕仕団団結結成成状状況況

(団) (人) (人) (人)

政令指定都市の区 (69分団)

政 令 都 市 以 外 の 市 (34分団)

町　　　村

小　　　計 (103分団)

青
年

青 年 奉 仕 団

安 全 奉 仕 団 (19分団)

無 線 奉 仕 団

視 覚 障 害 援 助
（点訳、朗読録音等）

鍼灸マッサージ奉仕団

バ イ ク 奉 仕 団

接 骨 奉 仕 団

青少年赤十字賛助奉仕団

小　　　計 (19分団)

(122分団)

女 計

団　　　員　　　数
団　　数

合　　　　　　計

区　　　　　　分

特
殊

地
域

男
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９９ 赤赤十十字字奉奉仕仕団団のの育育成成関関係係会会議議・・研研修修会会

（（１１））本本社社及及びび第第２２ブブロロッックク主主催催会会議議

（（２２））青青年年・・特特殊殊赤赤十十字字奉奉仕仕団団主主催催会会議議

会議名称 開催期日・会場 出席者

新潟県青年赤十字奉仕団

連絡協議会 総会

７月 日

新潟大学駅南キャ

ンパスときめいと

青年赤十字奉仕団 ２団 ５名

支部職員 ２名

新潟県アマチュア無線赤十字

奉仕団県連絡協議会 総会

７月 日

新潟大学駅南キャ

ンパスときめいと

アマチュア無線奉仕団５団 ６名

支部職員 ２名

新潟県赤十字安全奉仕団

代議員会

３月 日

新潟県立生涯学習

推進センター

代議員他 名

支部職員 ３名

会議名称 開催期日・会場 出席者

赤十字奉仕団中央委員会
５月 日・ 日

日赤本社

赤十字奉仕団支部委員会

委員長代理 佐藤 一義

支部職員 １名

第２ブロック支部

青年赤十字奉仕団連絡協議会

（第１回）

６月 日

新潟県青年赤十字奉仕団連協議会

会 長 中澤 彩乃

副会長 豊田 有花莉 
オブザーバー 昆 茉莉花

〃 坂上 ひより

支部職員 １名

（第２回）

月 日

新潟県青年赤十字奉仕団連協議会

会 長 中澤 彩乃

副会長 坂上 ひより

第２ブロック支部赤十字

奉仕団委員長・担当課長会議

月 日
赤十字奉仕団支部委員会

委員長 岡村 勝元

支部職員 １名

− 56 −



１１00　　生生命命とと健健康康をを守守るる講講習習会会　　　　短短期期講講習習会会実実施施状状況況

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

新 潟 市

長 岡 市

上 越 市

三 条 市

柏 崎 市

新 発 田 市

小 千 谷 市

加 茂 市

十 日 町 市

見 附 市

村 上 市

燕 市

糸 魚 川 市

魚 沼 市

南 魚 沼 市

妙 高 市

五 泉 市

阿 賀 野 市

佐 渡 市

胎 内 市

聖 籠 町

弥 彦 村

田 上 町

阿 賀 町

出 雲 崎 町

湯 沢 町

津 南 町

刈 羽 村

関 川 村

粟 島 浦 村

合         計

市 町 村 名
救急法 水上安全法 健康生活支援講習 幼児安全法 防災・減災

10　生命と健康を守る講習会　短期講習会実施状況10　生命と健康を守る講習会　短期講習会実施状況
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１１１１　　養養成成講講習習会会等等実実施施状状況況

人数 合格者

4月29日 (金) 阿賀野市 ボーイスカウト下越地区協議会 一般

6月19日 (日) 新潟市 新潟県赤十字安全奉仕団新潟市分団 一般

6月25日 (土) 柏崎市 新潟県赤十字安全奉仕団柏崎市分団 一般

6月26日 (日) 佐渡市 新潟県赤十字安全奉仕団佐渡市分団 一般

7月9日 (土) 新発田市 新潟県赤十字安全奉仕団新発田市分団 一般

7月16日 (土) 十日町市 新潟県赤十字安全奉仕団十日町市分団 一般

7月23日 (土) 加茂市 新潟県赤十字安全奉仕団加茂市分団 一般

7月23日 (土) 新潟市 アップルスポーツカレッジ 学生

8月6日 (土) 聖籠町 新潟県赤十字安全奉仕団三条市分団 一般

8月13日 (土) 聖籠町 新潟県赤十字安全奉仕団見附市分団 一般

8月20日 (土) 五泉市 JAPANサッカーカレッジ 学生

8月23日 (火) 聖籠町 新潟県赤十字安全奉仕団新潟市分団 一般

9月7日 (水) 長岡市 日本赤十字社新潟県支部 一般

9月10日 (土) 燕市 新潟県赤十字安全奉仕団燕市分団 一般

9月17日 (土) 阿賀野市 ボーイスカウト下越地区協議会 一般

10月16日(日) 新潟市 新潟県赤十字安全奉仕団新潟市分団 一般

10月16日(日) 三条市 新潟県赤十字安全奉仕団三条市分団 一般

11月2日(水) 新潟市 新潟ビジネス専門学校 学生

11月5日(土) 上越市 新潟県赤十字安全奉仕団上越市分団 一般

11月16日(水) 糸魚川市 新潟県赤十字安全奉仕団糸魚川市分団 一般

11月19日(土) 南魚沼市 新潟県赤十字安全奉仕団南魚沼分団 一般

12月3日(土) 新潟市 新潟医療福祉大学 学生

12月10日(土) 新潟市 新潟医療福祉大学 学生

1月24日(月) 南魚沼市 北陸信越山岳観光索道協会新潟地区部会 職域

1月28日(金) 糸魚川市 新潟県赤十字安全奉仕団糸魚川市分団 一般

2月5日(日) 佐渡市 一般社団法人佐渡観光交流機構 職域

2月14日(火) 2※ 南魚沼市 北陸信越山岳観光索道協会新潟地区部会 職域

2月18日(金) 長岡市 新潟県赤十字安全奉仕団長岡市分団 一般

3月1日(水) 長岡市 長岡赤十字看護専門学校 学生

3月12日 (土) 五泉市 新潟県赤十字安全奉仕団五泉市分団 一般

企画団体名 対象
受講者

※基礎講習は1月24日に開催し、その後悪天候で養成講習を受講できなかった受講者向けに開催

　　（（１１））救救急急法法

合　　計

　　　　　　　　アア　　救救急急法法救救急急員員養養成成講講習習会会((基基礎礎講講習習連連続続ココーースス))

№ 期日 日数 開催地

− 58 −

１１　養成講習会等実施状況１１　養成講習会等実施状況
(１) 救急法(１) 救急法

ア　救急法救急員養成講習会(基礎講習連続コース)ア　救急法救急員養成講習会(基礎講習連続コース)



人数 合格者

4月29日 (金) 上越市 新潟県赤十字安全奉仕団上越市分団 分団員

5月20日 (金) 長岡市 長岡赤十字病院 職域

5月22日 (日) 南魚沼市 新潟県赤十字安全奉仕団南魚沼分団 一般

5月23日 (月) 新潟市 新潟県警察学校 学生

5月24日 (火) 新潟市 新潟県警察学校 学生

7月9日 (土) 長岡市 新潟県赤十字安全奉仕団長岡市分団 一般

7月10日 (日) 三条市 新潟県赤十字安全奉仕団三条市分団 一般

7月24日 (日) 新潟市 新潟県赤十字安全奉仕団新潟市分団 一般

7月31日 (日) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

8月9日 (火) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

8月10日 (水) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

8月12日 (金) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

8月18日 (木) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

9月11日 (日) 南魚沼市 新潟県赤十字安全奉仕団南魚沼分団 一般

9月12日 (月) 新潟市 新潟県警察学校 学生

9月13日 (火) 新潟市 新潟県警察学校 学生

9月24日 (土) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

9月25日 (日) 聖籠町 JAPANサッカーカレッジ 学生

10月8日(土) 長岡市 新潟県赤十字安全奉仕団長岡市分団 一般

10月30日(日) 新潟市 公益社団法人　新潟県鍼灸師会 職域

11月13日(日) 新潟市 日本スイミングクラブ協会 職域

3月19日(土) 新潟市 新潟県赤十字安全奉仕団新潟市分団 一般

開催地 企画団体名 対象

　　  イイ　　救救急急法法基基礎礎講講習習会会((基基礎礎講講習習単単独独ココーースス))

　　((２２))水水上上安安全全法法

　救助員Ⅰ・Ⅱ養成講習は、新型コロナウイルス感染症帽防止のため、開催しませんでした。

受講者

合　　計

№ 期日 日数
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イ　救急法基礎講習会(基礎講習単独コース)イ　救急法基礎講習会(基礎講習単独コース)

(２)水上安全法(２)水上安全法



人数 合格者

4月24日 (日) 妙高市 新潟県赤十字安全奉仕団妙高市分団 分団員

5月28日 (土) 新潟市 日本赤十字社新潟県支部 一般

6月5日 (日) 妙高市 新潟県赤十字安全奉仕団妙高市分団 分団員

7月11日 (月) 長岡市 長岡赤十字看護専門学校 学生

8月7日 (日) 妙高市 新潟県赤十字安全奉仕団妙高市分団 分団員

9月4日 (日) 五泉市 新潟県赤十字安全奉仕団五泉市分団 一般

11月5日 (土) 長岡市 日本赤十字社新潟県支部 一般

3月18日 (金) 加茂市 新潟県赤十字安全奉仕団安奉加茂市分団 一般

人数 合格者

4月30日(土) 上越市 新潟県赤十字安全奉仕団安奉上越市分団 一般

6月11日(土) 三条市 日本赤十字社新潟県支部 一般

8月27日(土) 長岡市 日本赤十字社新潟県支部 一般

9月7日(水) 新潟市
新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学

青年赤十字奉仕団
学生

9月17日(土) 柏崎市 新潟県赤十字安全奉仕団柏崎市分団 一般

11月26日(土) 五泉市 新潟県赤十字安全奉仕団五泉市分団 一般

合　　計

受講者
対象企画団体名開催地

対象

　　((３３))健健康康生生活活支支援援講講習習

合　　計

　　　　アア　　健健康康生生活活支支援援講講習習支支援援員員養養成成講講習習

　　　　((４４))幼幼児児安安全全法法

受講者

日数期日№

　　　　　　アア　　幼幼児児安安全全法法支支援援員員養養成成講講習習

№ 期日 日数 開催地 企画団体名
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(３)健康生活支援講習(３)健康生活支援講習
  ア　健康生活支援講習支援員養成講習  ア　健康生活支援講習支援員養成講習

(４)幼児安全法(４)幼児安全法

  ア　幼児安全法支援員養成講習  ア　幼児安全法支援員養成講習



((
１１

))
青青

少少
年年

赤赤
十十

字字
加加

盟盟
状状

況況

学
校

学
級

男
女

計
指

導
者

学
校

学
級

男
女

計
指

導
者

学
校

学
級

男
女

計
指

導
者

学
校

学
級

男
女

計
指

導
者

学
校

学
級

男
女

計
指

導
者

中
越

出
雲

崎
町

津
南

町

小
計

上
越

十
日

町
市

見
附

市

糸
魚

川
市

上
越

市

小
千

谷
市

加
茂

市

妙
高

市

小
計

長
岡

市

三
条

市

柏
崎

市

11
22
    

青青
少少

年年
赤赤

十十
字字

加加
盟盟

状状
況況

・・
ここ

どど
もも

赤赤
十十

字字
加加

盟盟
状状

況況

(令
和

５
年

3月
31

日
現

在
）

小
　

　
学

　
　

校
中

　
　

学
　

　
校

高
　

　
等

　
　

学
　

　
校

合
　

　
　

計
特

　
　

別
　

　
支

　
　

援
　

　
学

　
　

校
区

　
　

　
分

燕
市

魚
沼

市

南
魚

沼
市

湯
沢

町

刈
羽

村

田
上

町

佐
渡

北
区

東
区

中
央

区

江
南

区

秋
葉

区

南
区

西
区

西
蒲

区

佐
渡

市

合
計

新
潟

市
新

潟
市

胎
内

市

聖
籠

町

新
発

田
市

村
上

市

五
泉

市

阿
賀

野
市

阿
賀

町

関
川

村

下
越

弥
彦

村

粟
島

浦
村

小
計

− 61 −

1
2
　
青
少
年
赤
十
字
加
盟
状
況
・
こ
ど
も
赤
十
字
加
盟
状
況

1
2
　
青
少
年
赤
十
字
加
盟
状
況
・
こ
ど
も
赤
十
字
加
盟
状
況

(
１
)
青
少
年
赤
十
字
加
盟
状
況

(
１
)
青
少
年
赤
十
字
加
盟
状
況



　
　
　
　
　
　
　

((
２２

))
ここ

どど
もも

赤赤
十十

字字
加加

盟盟
状状

況況

園
学
級

男
女

計
指
導
者

園
学
級

男
女

計
指
導
者

園
学
級

男
女

計
指
導
者

園
学
級

男
女

計
指
導
者

上
越

下
越

佐
渡

中
央
区

秋
葉
区

西
区

（（
３３

））
加加

盟盟
状状

況況
  
合合

計計

合
計

認
定
こ
ど
も
園

新
潟
市

新
潟
市

糸
魚
川
市

胎
内
市

佐
渡
市

上
越
市

幼
稚
園

保
育
園

合
　
　
　
計

区
　
　
　
分

園
・学

校
人
数

指
導
者
数

青
少
年
赤
十
字

こ
ど
も
赤
十
字

合
計

− 62 −

(
２
)
こ
ど
も
赤
十
字
加
盟
状
況

(
２
)
こ
ど
も
赤
十
字
加
盟
状
況

(
３
)
加
盟
状
況
　
合
計

(
３
)
加
盟
状
況
　
合
計



１１ 青青少少年年赤赤十十字字指指導導者者及及びびメメンンババーーのの普普及及

（（１１））日日本本赤赤十十字字社社・・第第２２ブブロロッックク支支部部主主催催会会議議・・研研修修会会

◆日本赤十字社（本社）主催

名 称 時期・会場 参加者 内 容

青少年赤十字全国指導者

協議会総会・研修会

６月 日

【 開催】
県指導者協議会長

青少年赤十字の普及・発展

を図る方策を協議しました。

青少年赤十字リーダーシッ

プ・トレーニング・センター指

導者養成講習会

令和４年度

中止
― ―

指導主事対象青少年赤十字

研究会

令和４年度

中止
― ―

◆日本赤十字社（第２ブロック）主催 敬称略

名 称 時期・会場 参加者 内 容

青少年赤十字指導者

協議会・研究会

８月 日

【 開催】

県指導者協議会

会長・副会長・評議員

その他加盟校長並び担当教諭

研究発表（小学校の部）を行

うとともに、他都県の青少年

赤十字指導者と情報交換等

を行い、活動の充実・発展を

目指しました。

研研究究集集会会（（オオンンラライインン））

− 63 −



（（２２））県県指指導導者者協協議議会会関関係係会会議議

◆日本赤十字社新潟県支部・新潟県青少年赤十字指導者協議会主催

名 称 時期・会場 参加者 内 容

新潟県青少年赤十字

指導者協議会役員会

５月 日

新潟ユニゾン

プラザ

県指導者協議会

会長・副会長・評議員

事務局 新潟県支部職員

事業計画、予算等の審議、

意見交換を行いました。

（（３３））青青少少年年赤赤十十字字メメンンババーー（（リリーーダダーー））のの育育成成

◆各地区指導者協議会主催

名 称 時期・会場 参加者 内 容

上越地区

トレーニング・センター

８月１日

平和記念公園・展示館

及び学びの交流館

中学校

加盟校メンバー

名

・平和学習

８月４日

妙高青少年自然の家

小学校

加盟校メンバー

名

・赤十字活動についての学習会

・防災学習

・災害時食事

中越地区

トレーニング・センター

（各地区リモート開催）

７月 日

小千谷・川口・魚沼

長岡西

８月４日

三条

８月５日

長岡東・十日町・中魚沼

９月７日

南魚沼

９月 日

柏崎

９月 日

見附

小・中学校

加盟校メンバー

名

・ 視聴後意見交換

・各校の 活動紹介

下越地区

トレーニング・センター

（各学校リモート開催）

８月２日

各校（ 校）

小・中学校

加盟校メンバー

名

・ と赤十字活動

・テーマについての話し合い

・各校の 活動紹介

− 64 −



佐渡地区

トレーニング・センター

７月 日

二宮小学校

小学校

加盟校メンバー

名

・防災学習

・構成的エンカウンター

７月 日

トキのむら元気館

中学校

加盟校メンバー

名

・主体性の育成

・仲間作り、エンカウンター

新潟市地区

トレーニング・センター

８月３日

ゆいぽーと

小・中学校、高校

加盟校メンバー

名

・ についての学習会

・応急手当等講習
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１１４４ 新新潟潟県県日日赤赤有有功功会会 事事業業実実施施報報告告

日本赤十字社新潟県支部が事業計画に基づいた赤十字活動を円滑に推進でき

るよう、新潟県日赤有功会として活動資金の確保を中心とした支援を行いまし

た。

１１））会会員員のの拡拡充充

令和４年度の有功章受章者に対して加入案内を行ったところ、新規会員

１３会員（個人８会員、法人５会員）の入会がありました。退会会員は５

会員（個人３会員、法人２会員）で、退会理由は会員の高齢化や法人の廃

止等でした。

ア 個人・法人（団体）別 会員数

イ 会員地区別内訳

区 分 令和３年度 令和４年度 増 減 

上越地区 
個人 ７人 個人 ８人 １人

法人 社 法人 社 ４社

中越地区

個人 人 個人 人 △１人

法人 社 法人 社 △１社

下越地区

個人 人 個人 人 ５人

法人 社 法人 社 －

区 分 令和３年度 令和４年度 増 減 

個 人 人 人 ５人

法 人（団体） 社 社 ３社

合計 人（社） 人（社） ８ 人（社）
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（（２２））包包括括的的なな赤赤十十字字活活動動資資金金のの確確保保支支援援

ア 活動資金の安定確保支援 ～仲間づくり運動～

赤十字の活動支援として重要な資金支援として、会員へ活動資金の協力

を募りました。

単位：円

なお、上記資金支援の内、新潟県支部からの社資募集促進交付金の対

象となりました協力件数は、 件（個人 件、法人 件）でした。

イ パートナーシップ制度の支援

年間 円以上を協力いただける法人・団体の拡充を支援しました。

支援会員： 社（ 円）

ウ 募金型自動販売機の設置

活動資金の確保として、会員が保有する店舗や社屋に募金型自動販売

機の設置依頼を行っています。（１社：１台）

エ 赤十字支援マークの締結

支援事業を行う法人会員と赤十字支援マークの使用にかかる覚書を締

結しています。（１社：支援活動／自動販売機の売上の一部を新潟県支

部へ寄付）

（（３３））赤赤十十字字活活動動のの支支援援

ア 青少年赤十字活動の支援

青少年赤十字加盟校が実施する夏季研修会「リーダーシップ・トレー

ニングセンター」を支援するため、県内５地区にある青少年赤十字指導

者協議会の５地区（上越、中越、下越、佐渡、新潟市）に活動費の助成

（各地区指導者協議会に 円を助成）を行いました。

区 分 令和３年度 令和４年度 増 減

協力数 金額 協力数 金額 協力数 金額

個 人 ， △１ △

法 人 ７

合 計 ５
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イ ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーンの支援（ 月１日～ 日）

各会員に募金への協力を依頼しました。

ウ 新潟県交通安全帽交付事業への支援

新潟県支部が行っている交通安全帽交付事業の趣旨に賛同し、協賛金を

お贈りしました。 

エ 新潟県支部新社屋の施設整備支援

新潟県支部の竣工に合わせて、竣工記念品としてデジタルサイネージ

と受付台を寄贈しました。

（（４４））会会員員へへのの情情報報提提供供

全国の赤十字活動を掲載している「赤十字 （月１回発行・日赤本

社作成）」や新潟県支部での活動等に重点を置いた「日赤にいがた

（年２回発行・新潟県支部作成）」を会員へお送りし、新潟県内だけで

はなく国内外の赤十字活動の情報提供を行いました。

また、新潟県日赤有功会の活動を発信するため「新潟県日赤有功会

」を発行し、会員へ発信するとともに、新潟県支部のホームページに

も掲載し会員以外の方に向けた情報発信に努めました。

（（５５））会会議議・・研研修修会会等等

ア 全国赤十字大会

期 日 ５月 日（木）

会 場 明治神宮会館（東京都）

新型コロナウイルスの感染症の感染防止に留意し、規模を縮小して

実施された同大会に会員から参会してもらいました。

イ 日赤紺綬・有功会長協議会 総会

時 期 月６日（木）

会 場 ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪（大阪市）

出席者 新潟県日赤有功会 会長 本間 達郎

日本赤十字社新潟県支部

事務局長 宮本 豊博
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ウ 新潟県日赤有功会 第１回 役員会

新型コロナウイルスの感染防止の観点から招集会議を止め、文書審

議としました。

内 容 ・令和３年度 事業報告及び歳入歳出決算（案）

・令和３年度 歳入歳出決算監査報告

・令和４年度 事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）

エ 新潟県日赤有功会 第２回 役員会

期 日 ３月 日（木）

会 場 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市）

出席者 有功会役員 名

内 容 ・令和４年度 事業中間報告及び歳入歳出決算見込み

・令和５年度 事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）

オ 新潟県日赤有功会 懇話会

期 日 月４日（火）

会 場 新潟県ユニゾンプラザ（新潟市）

カ 赤十字終活セミナー（新潟県支部と共催）

期 日 月４日（火）

会 場 新潟県ユニゾンプラザ（新潟市）

内 容 ・三遊亭白鳥師匠による落語

「知ってわかった！コロナの時代、生前整理は大事です」

・新潟県司法書士会 田邊 俊樹氏による講演

「終活の基礎知識 ～自分のために、親族のために。いま

考えておく、終活」 ほか
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１１５５ 長長岡岡赤赤十十字字病病院院のの概概要要

１１ 医医療療のの実実績績

（（１１）） 取取扱扱いい患患者者数数

病院全体 救命救急センター取扱い分 再掲

延患者数 日当り患者数 実患者数 日当り患者数

入 院 人 人 人 人

外 来 人 人 人 人

（（２２）） 医医療療社社会会事事業業

２２ 体体制制

１１ 標標榜榜診診療療科科目目

内科､循環器内科､精神科､神経内科､小児科､外科､消化器外科､整形外科､

リウマチ科､形成外科､脳神経外科､呼吸器外科､心臓血管外科､小児外科､

皮膚科､泌尿器科､産科､婦人科､眼科､耳鼻咽喉科､リハビリテーション科､

放射線科､麻酔科､歯科､歯科口腔外科､病理診断科､救急科 科

２２ 病病床床数数

床 一般 床・感染 床

３３ 職職員員数数

職種 常勤 非常勤 計 職種 常勤 非常勤 計

医 師 言 語 聴 覚 士 
歯 科 医 師 助 産 師 
薬 剤 師 看 護 師 
診療放射線技師 准 看 護 師 
臨床検査技師 看 護 助 手 
理 学 療 法 士 救 急 救 命 士 
作 業 療 法 士 調 理 師 
視 能 訓 練 士 事 務 職 員 
臨床工学技士 社 会 福 祉 士 
管 理 栄 養 士 医療社会事業司 
栄 養 士 技 術 員 
歯 科 衛 生 士 業 務 員 
臨 床 心 理 士 保 育 士 

計 
令和 年 月 日現在／産育休者等を除く

職

員

等

の

派

遣

臨 時 救 護

小 児 健 診 ・ 予 防 接 種

学 童 口 腔 診 査

学童眼科・耳鼻科検診

事業所血液検査・予防接種

院

内

健

診

人 間 ド ッ ク 入 院

人 間 ド ッ ク 外 来

協会けんぽ成人病健診

事 業 所 健 診

訪 問 看 護

医 療 相 談
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１１６６ 長長岡岡赤赤十十字字看看護護専専門門学学校校のの概概要要

１１養養成成のの実実績績

（（１１）） 学学生生数数 看看護護学学科科３３年年課課程程

学年

学生数
１ ２ ３ 計

定 員

在 学 数

（（２２）） 授授業業等等のの実実績績

学年

実施内容
１ ２ ３

講 義 単位 単位 ２単位

実 習 ２単位 ４単位 単位

計 単位 単位 単位

２２体体制制

（（１１）） 教教職職員員数数

職種 常勤 専任
非常勤

赤十字職員 兼任 その他

学 校 長 １

副 学 校 長 １

事 務 部 長 １

教 務 主 任 １

専 任 教 師

事 務 職 員 ３ ２

講 師

校 医 ２

計

※学校長及び校医は講師の人数にも計上
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（（11））体体　　　　制制

アア 　　採採血血体体制制

(ア)　献血ルーム     ２ヶ所

(イ)　移動採血車 　４台

イイ 　　供供給給体体制制

(ア)　供給所  　  ２ヶ所

(イ)　献血運搬車 　17台　

(ウ)　MR活動車   ２台　

ウウ 職職員員数数

職　　種 常勤職員(人) 非常勤職員(人) 計(人)

医師

薬剤師

看護師・准看護師

臨床検査技師

事務職員

血液配送員

計

((２２))献献血血者者数数

献血種別 男性(人) 女性(人) 計(人)

400ｍL

200ｍL

血漿成分献血

血小板成分献血

計

供供給給状状況況

血血液液製製剤剤

全血製剤 赤血球製剤 血漿製剤 血小板製剤 計

１１７７  新新潟潟県県赤赤十十字字血血液液セセンンタターーのの概概要要

（単位：200ｍL換算）
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１７　新潟県赤十字血液センターの概要１７　新潟県赤十字血液センターの概要

（１）体　　制（１）体　　制



Ⅱ 組 織
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令和５年３月３１日 現在

役 職 名 氏　　名 公　　職　　名

支 部 長 花 角 英 世 新 潟 県 知 事

橋 本 憲 次 郎 新 潟 県 副 知 事

二 階 堂 馨 新 潟 県 市 長 会 長

小 林 則 幸 新 潟 県 町 村 会 長

鶴 巻 忠 孝 元 日 赤 県 支 部 職 員

浜 田 忠 博 新 潟 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 会 長

中 野 力 新 潟 市 会 計 管 理 者

小 岩 徹 郎 新 潟 県 総 務 部 長

松 本 晴 樹 新 潟 県 福 祉 保 健 部 長

河 原 一 雄 元 日 赤 県 支 部 事 務 局 長

萩 原 一 郎 〃

江 口 孝 雄 〃

丸 山 夕 香 新 潟 県 総 務 部 県 民 生 活 課 長

澁 谷 有 子 新 潟 県 福 祉 保 健 部 福 祉 保 健 総 務 課 長

菊 池 雅 明 新 潟 県 福 祉 保 健 部 地 域 医 療 政 策 課 長

田 中 昌 直 新 潟 県 市 長 会 事 務 局 長

渋 谷 聡 新 潟 県 町 村 会 事 務 局 長

役 職 名 氏　　名 公　　　職　　　名

本 社 理 事 竹 内 希 六 新 潟 県 社 会 福 祉 協 議 会 長

岡 村 勝 元 奉 仕 団 支 部 委 員 会 委 員 長

米 田 徹 糸 魚 川 市 長

田 村 正 幸 湯 沢 町 長

武 本 純 刈 羽 村 社 会 福 祉 協 議 会 長

本 間 弘 団 体 役 員

井 畑 明 彦 胎 内 市 長

竹 内 希 六 新 潟 県 社 会 福 祉 協 議 会 長

１１８８　　支支部部役役員員等等名名簿簿

((１１))　　支支部部長長、、副副支支部部長長、、監監査査委委員員、、参参与与、、顧顧問問、、協協賛賛委委員員（支部長、副支部長、監査委員の任期は3年））

副 支 部 長

監 査 委 員

本 社 代 議 員

支 部 参 与

支 部 顧 問

((２２))　　本本社社理理事事、、代代議議員員（任期3年）

支 部 協 賛 委 員
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№ 選　出　別 氏　　名 公　職　名　等

1 新 潟 市 北 区 赤 間 松 次 北 区 赤 十 字 奉 仕 団 委 員 長

2 新 潟 市 東 区 近 山 幹 夫 団 体 役 員

3 新 潟 市 中 央 区 田 中 保 夫 中央区赤十字奉仕団委員長

4 新 潟 市 江 南 区 本 間 弘 江南区赤十字奉仕団委員長

5 新 潟 市 秋 葉 区 赤 塚 功 団 体 役 員

6 新 潟 市 南 区 仲 山 田 鶴 子 南 区 赤 十 字 奉 仕 団 委 員 長

7 新 潟 市 西 区 山 本 貴 美 子 西 区 赤 十 字 奉 仕 団 委 員 長

8 新 潟 市 西 蒲 区 田 中 文 子 西蒲区赤十字奉仕団委員長

9 長 岡 市 大 滝 靖 長 岡 市 副 市 長

10 三 条 市 滝 沢 亮 三 条 市 長

11 柏 崎 市 櫻 井 雅 浩 柏 崎 市 長

12 新 発 田 市 伊 藤 純 一 新 発 田 市 副 市 長

13 小 千 谷 市 宮 崎 悦 男 小 千 谷 市 長

14 加 茂 市 藤 田 明 美 加 茂 市 長

15 十 日 町 市 関 口 芳 史 十 日 町 市 長

16 見 附 市 稲 田 亮 見 附 市 長

17 村 上 市 高 橋 邦 芳 村 上 市 長

18 燕 市 鈴 木 力 燕 市 長

19 糸 魚 川 市 米 田 徹 糸 魚 川 市 長

20 妙 高 市 城 戸 陽 二 妙 高 市 長

21 五 泉 市 田 邊 正 幸 五 泉 市 長

22 上 越 市 中 川 幹 太 上 越 市 長

23 阿 賀 野 市 田 中 清 善 阿 賀 野 市 長

24 佐 渡 市 渡 辺 竜 五 佐 渡 市 長

25 魚 沼 市 内 田 幹 夫 魚 沼 市 長

26 南 魚 沼 市 林 茂 男 南 魚 沼 市 長

27 胎 内 市 井 畑 明 彦 胎 内 市 長

28 北 蒲 原 西 脇 道 夫 聖 籠 町 長

29 西 蒲 原 本 間 芳 之 弥 彦 村 長

30 南 蒲 原 佐 野 恒 雄 田 上 町 長

31 東 蒲 原 神 田 一 秋 阿 賀 町 長

32 三 島 山 田 正 志 出 雲 崎 町 副 町 長

33 南 魚 沼 田 村 正 幸 湯 沢 町 長

34 中 魚 沼 桑 原 悠 津 南 町 長

35 刈 羽 武 本 純 刈 羽 村 社 会 福 祉 協 議 会 長

36 岩 船 加 藤 弘 関 川 村 長

37 支 部 長 選 出 福 田 勝 之 新潟県商工会議所連合会頭

38 〃 早 川 吉 秀 新 潟 県 商 工 会 連 合 会 長

39 〃 佐 藤 明 新 潟 日 報 社 長

40 〃 川 瀬 直 也 新 潟 放 送 局 長

41 〃 竹 内 希 六 新 潟 県 社 会 福 祉 協 議 会 長

42 〃 本 間 達 郎 日 赤 有 功 会 会 長

43 〃 岡 村 勝 元 奉 仕 団 支 部 委 員 会 委 員 長

44 〃 村 山 敏 夫 新 潟 大 学 准 教 授

45 〃 伊 勢 み ず ほ フ リ ー ア ナ ウ ン サ ー

（（３３））評評議議員員　　
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（１）　事務職員

宮本　豊博 仙波　希予志 佐々木　広一 佐藤　圭介

杵鞭　亮

平島　環

渡邊　聡 玉木　景子 佐藤　綾子

（兼）谷田　健吾 井上　卓 田中　亜弥

三星　多佳子

佐々木　広一 佐藤　圭介

支部 15名（男９名、女６名）

内訳 正規職員　12名

嘱託　　　　　２名

派遣　　　　　１名

事務局付部長

谷田　健吾
嘱託

１１９９　　支支部部事事務務局局職職員員体体制制

（令和５年３月31日現在）

事 務 局 長 総 務 課 長 総務係長兼会計係長 主事

事務室長

宮本　豊博 仙波　希予志

参事
〔組織連携担当〕

髙山　裕子

参事
〔企画総合調整担当〕

小原　大介

監査委員
参　　　事

派遣
振興係長
(職務代理)

組織振興課長

嘱託

主　　査 主　　事

事業推進課長 救護・講習係長 主事

青少年・ボランティア係長
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１９　支部事務局職員体制１９　支部事務局職員体制

(１) 事務職員(１) 事務職員



（（２２））非非常常勤勤嘱嘱託託職職員員

（令和５年３月31日現在）

区域 職　　　名 氏　　名

梅澤　圓了

上　越 指導講師 杉本　勝広

小出　佳子

吉岡　八重子

小林　詞子

中村　陽子

中山　節子

菅家　秀一

菊地　俊郎

石田　日登美

下　越 指導講師 小松　茂夫

小川　洋文

土屋　七司

池田　秀範

担　当 職　　　名 氏　　名

幼児安全法
健康生活支援講習

嘱託指導員 杉山　京子

佐　渡 指導講師

中　越 指導講師
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2200    新新潟潟県県赤赤十十字字奉奉仕仕団団名名簿簿
　　((１１))　　地地域域赤赤十十字字奉奉仕仕団団

男 女

赤間　松次

４分団

野村　綏毅知

１３分団

田中　保夫

２６分団

本間　弘

５分団

湯上　綾子

仲山　田鶴子

山本　貴美子

１６分団

田中　文子

５分団

伊与部　希代子

木村　美代子

青井　敏治

春木　タツ子

荻野　玲子

安田 波多野　帝子

京ヶ瀬 星　トモ子

水原 荻野　玲子

笹神 渡辺　トミ子

丸山　圭子

菅沼　光子

渡邊　道子

髙橋　功一

大原　良子

長岡 大原　良子

中之島 鈴木　一太郎

越路 内山　真理子

三島 田中　弘子

和島 柄澤　孝子

寺泊 平石　久子

栃尾 葛綿　清

与板 三浦　和子

目崎　久美子

雲尾　静子

田村　由紀子

現在活動休止中

藤本　君子

小千谷市

南魚沼市

南魚沼市塩沢地区

柏崎市

柏崎市西山地区

現在活動休止中

阿賀野市

五泉市

燕市分水地区

加茂市

見附市

長岡市

新潟市西区

新潟市西蒲区

村上市

村上市神林地区

新発田市

胎内市

新潟市北区

新潟市東区

新潟市中央区

新潟市江南区

新潟市秋葉区

新潟市南区

(令和5年3月31日現在)

市区町村ごとに組織されたボランティアグループ。主に、高齢者支援活動や児童・生徒の
健全育成活動、防災活動、赤十字のPR活動などを行っています。

奉仕団名 結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計
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20　新潟県赤十字奉仕団名簿20　新潟県赤十字奉仕団名簿
(１)　地域赤十字奉仕団(１)　地域赤十字奉仕団



男 女

清水　美代子

若月　直子

渡邉　正親

上越 吉村　久子

浦川原 現在活動休止中

柿崎 小暮　裕子

大潟 笹形　恵子

吉川 八木　幸枝

中郷 竹田　久仁子

清里 現在活動休止中

三和 渡邉　正親

名立 畑　　節子

高橋　明正

新井 安田　正子

妙高高原 木賀　賢一

妙高 髙橋　明正

谷口　純子

五十嵐　須磨子

西山　　忍

関　雅志

両津 山本　久男

相川 山本　一夫

佐和田 関　　雅志

金井 松永　兼春

新穂 秋田　惠美

畑野 渡部　隆三

真野 佐々木　正雄

小木 菊地　賢一

羽茂 小橋　敞膺

赤泊 藤井　正一

北蒲原郡 聖籠町 小林　愛子

東蒲原郡 阿賀町 齋藤　春子

西蒲原郡 弥彦村 本間　廉子

南蒲原郡 田上町 吉田　陽子

三島郡 出雲崎町 小黒　美枝子

南魚沼郡 湯沢町 関　　京子

合計

上越市

妙高市

糸魚川市

糸魚川市能生地区

糸魚川市青海地区

佐渡市

結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計

十日町市川西

十日町市中里

奉仕団名
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　　((２２))　　青青年年赤赤十十字字奉奉仕仕団団

男 女

佐藤　元昭

昆　茉莉花

中野　充

高橋　杏奈

山根　祥平

現在活動休止中

現在活動休止中

現在活動休止中

長谷川　莉香

出澤　奏音

　　((３３))　　特特殊殊奉奉仕仕団団（（赤赤十十字字安安全全奉奉仕仕団団））

男 女

岡村　勝元

新潟市分団 齋藤　和浩

村上市分団 佐藤　秀明

新発田市分団 古俣　勉

胎内市分団 渡辺　利直

五泉市分団 田島　孝子

東蒲原分団 杉崎　　剛

燕市分団 相場　充

三条市分団 佐野　則雄

見附市分団 吉岡　八重子

加茂市分団 小杉　正幸

長岡市分団 長谷川　則雄

小千谷市分団 佐藤　勇

十日町市分団 髙橋　隆之

南魚沼分団 星野　政男

柏崎市分団 藤巻　真理子

上越市分団 五味川　園子

妙高市分団 太田　昭仁

糸魚川市分団 滝澤　文夫

佐渡市分団 小澤　三四郎

奉仕団名 結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計

新潟県赤十字安全奉仕団

上越教育大学青年赤十字奉仕団

上越保健医療福祉専門学校青年赤十字奉仕団

新潟県立看護大学青年赤十字奉仕団

佐渡看護専門学校青年赤十字奉仕団

合計

救急法・水上安全法・幼児安全法・健康生活支援講習の認定資格者、及び指導員を中心に
結成され、赤十字の講習の普及活動等を行っています。

新潟青年赤十字奉仕団

新潟県立大学青年赤十字奉仕団

新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部青
年赤十字奉仕団

長岡赤十字看護専門学校青年赤十字奉仕団

長岡技術科学大学青年赤十字奉仕団

新潟産業大学青年赤十字奉仕団

社会人や学生などで組織されたボランティアグループ。
主に、献血推進活動や災害救護・防災活動などに取り組んでいます。

奉仕団名 結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計
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(２)　青年赤十字奉仕団(２)　青年赤十字奉仕団

(３)　特殊奉仕団 （赤十字安全奉仕団）(３)　特殊奉仕団 （赤十字安全奉仕団）



　　((４４))　　特特殊殊赤赤十十字字奉奉仕仕団団（（アアママチチュュアア無無線線赤赤十十字字奉奉仕仕団団））

男 女

佐藤　隆吉

丸山　正

江見　敏一

本間　俊栄

竹内　勉

関谷　成夫

小林　徹

大橋　清

久須美　徹也

真霜　由紀夫

栗崎　利幸

相沢　勇

　　((５５))　　特特殊殊赤赤十十字字奉奉仕仕団団

男 女

杉原　眞之

小林　靖夫

田中　啓子

池田　琢彌

木村　晴夫

伊佐治　哲司

本井　文雄

金子　益美

大島　研一

新潟救援バイク赤十字奉仕団

新潟県柔道整復師会災害救護赤十字奉仕団

新潟県青少年赤十字賛助奉仕団

合計

奉仕団総計

新発田点訳赤十字奉仕団まどかグループ

上越市日赤点訳友の会

上越音声訳マザーテープの会赤十字奉仕団

新潟鍼灸手技療法赤十字奉仕団

長岡鍼灸マッサージ師会赤十字奉仕団

上越市鍼灸マッサージ赤十字奉仕団

合計

さまざまな専門的な技術や知識を活かして活動するボランティアです。

奉仕団名 結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計

大和アマチュア無線赤十字奉仕団 現在活動休止中

新潟県災害救援赤十字奉仕団

糸西無線赤十字奉仕団

両津地域無線赤十字奉仕団 現在活動休止中

五泉アマチュア無線赤十字奉仕団

村松アマチュア無線赤十字奉仕団

長岡アマチュア無線赤十字奉仕団

栃尾アマチュア無線赤十字奉仕団

小千谷市役所無線部赤十字奉仕団

十日町無線赤十字奉仕団

新潟アマチュア無線赤十字奉仕団

豊栄アマチュア無線赤十字奉仕団

村上無線赤十字奉仕団

神林アマチュア無線クラブ赤十字奉仕団

新発田無線赤十字奉仕団 現在活動休止中

災害時における情報の収集と非常無線の通信業務など、救護業務に協力するとともに、
技術の向上を図るため通信訓練を実施しています。

奉仕団名 結成年月日 委員長名
団員数内訳

　合　計
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(４)　特殊赤十字奉仕団 （アマチュア無線赤十字奉仕団）(４)　特殊赤十字奉仕団 （アマチュア無線赤十字奉仕団）

(５)　特殊赤十字奉仕団(５)　特殊赤十字奉仕団
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校
巻

　
東

公
立

齋
藤

　
伸

桑
野

　
絵

梨
奈

新
潟

市
西

蒲
区

潟
頭

１
４

９
３

全

中
学

校
巻

　
西

公
立

新
潟

市
西

蒲
区

仁
箇

４
２

－
１

全

中
学

校
新

潟
清

心
女

子
私

立
新

潟
市

西
区

五
十

嵐
１

の
町

６
３

７
０

全

高
等

学
校

新
潟

中
央

公
立

小
竹

　
聖

一
堀

越
　

さ
き

み
新

潟
市

中
央

区
学

校
町

通
２

－
５

３
１

７
－

１
部

高
等

学
校

新
　

津
公

立
小

林
　

英
明

佐
伯

　
静

花
新

潟
市

秋
葉

区
秋

葉
１

－
１

９
－

１
部

高
等

学
校

新
潟

明
訓

私
立

新
潟

市
江

南
区

北
山

１
０

３
７

部

高
等

学
校

新
潟

清
心

女
子

私
立

新
潟

市
西

区
五

十
嵐

１
の

町
６

３
７

０
全

高
等

学
校

新
潟

青
陵

私
立

石
井

　
充

石
塚

　
和

洋
新

潟
市

中
央

区
水

道
町

１
－

５
９

３
２

部

上上
越越

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

認
定

こ
ど

も
園

マ
ハ
ヤ
ナ
：
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

私
立

石
田

　
明

義
上

越
市

下
門

前
1
8
1
7

全

小
学

校
黒

　
田

公
立

上
越

市
大

字
黒

田
４

６
３

－
１

全

小
学

校
飯

公
立

長
谷

川
　

和
彦

水
越

　
可

菜
上

越
市

飯
１

９
４

６
全

小
学

校
稲

　
田

公
立

茂
木

　
徹

金
子

　
英

里
上

越
市

稲
田

１
－

６
－

７
全

小
学

校
高

　
士

公
立

堀
川

　
邦

夫
児

玉
　

怜
美

上
越

市
高

津
４

９
全

小
学

校
直

江
津

公
立

長
谷

川
　

明
寿

須
田

　
亮

子
上

越
市

住
吉

町
３

－
５

全

小
学

校
北

諏
訪

公
立

高
橋

　
哲

小
柴

　
美

佳
上

越
市

上
千

原
１

６
５

学

小
学

校
国

　
府

公
立

笹
川

　
隆

渡
辺

　
春

佳
上

越
市

五
智

４
－

１
－

１
０

全

小
学

校
下

黒
川

公
立

遠
藤

　
俊

之
神

戸
　

諒
平

上
越

市
柿

崎
区

柳
ヶ

崎
７

０
７

全

小
学

校
大

潟
町

公
立

石
田

　
永

小
磯

　
美

桜
子

上
越

市
大

潟
区

土
底

浜
１

６
２

１
全

小
学

校
大

　
瀁

公
立

竹
内

　
聖

子
保

倉
　

千
穂

上
越

市
頸

城
区

百
間

町
１

１
３

４
全

小
学

校
板

　
倉

公
立

竹
田

　
正

子
髙

木
　

真
二

郎
上

越
市

板
倉

区
針

１
１

２
９

全

小
学

校
豊

　
原

公
立

秋
山

　
晃

辻
　

亜
紀

子
上

越
市

板
倉

区
高

野
７

３
０

－
４

全

小
学

校
美

　
守

公
立

瀧
澤

　
豊

三
田

村
　

里
美

上
越

市
三

和
区

本
郷

６
６

８
学

小
学

校
宝

　
田

公
立

上
越

市
名

立
区

車
路

２
９

０
全

中
学

校
大

潟
町

公
立

野
池

　
康

一
塩

谷
　

翔
上

越
市

大
潟

区
潟

町
５

７
５

全

中
学

校
板

　
倉

公
立

竹
田

　
正

子
山

田
　

俊
暉

上
越

市
板

倉
区

針
１

０
３

４
－

１
全

高
等

学
校

関
根

学
園

私
立

鈴
木

　
重

行
倉

地
　

美
由

紀

糸糸
魚魚

川川
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

幼
稚

園
青

　
海

公
立

山
岸

　
早

苗
山

岸
　

早
苗

糸
魚

川
市

大
字

青
海

６
７

５
全

幼
稚

園
田

　
沢

公
立

齊
藤

　
真

由
美

二
宮

　
佳

見
糸

魚
川

市
大

字
田

海
１

３
－

２
全

幼
稚

園
糸

魚
川

私
立

糸
魚

川
市

寺
町

１
－

７
－

１
２

全

認
定

こ
ど

も
園

糸
魚

川
カ

ト
リ

ッ
ク

天
使

私
立

糸
魚

川
市

中
央

２
－

１
－

４
０

全

保
育

園
西

　
海

公
立

糸
魚

川
市

大
字

水
保

１
８

４
３

全

青青
少少

年年
赤赤

十十
字字

上上
越越

地地
区区

指指
導導

者者
協協

議議
会会

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

電
　

　
話

フ
ァ

ッ
ク

ス
区

分
学

校
名

国
公

私
立

の
別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
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所
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市



保
育

園
い

く
み

私
立

糸
魚

川
市

田
伏

１
２

０
８

全

保
育

園
中

　
央

公
立

室
橋

　
麻

紀
樋

口
　

綾
子

糸
魚

川
市

横
町

２
－

７
－

２
０

全

保
育

園
寺

　
地

公
立

小
池

　
智

子
森

尻
　

美
佳

糸
魚

川
市

大
字

寺
地

１
５

０
－

１
全

保
育

園
大

和
川

公
立

渡
辺

　
志

津
江

倉
若

　
沙

祐
里

糸
魚

川
市

大
字

大
和

川
９

７
８

全

保
育

園
や

ま
の

い
公

立
坂

口
　

佳
子

渡
邊

　
奈

月
糸

魚
川

市
上

刈
１

－
１

４
－

１
全

保
育

園
木

　
浦

私
立

糸
魚

川
市

大
字

木
浦

３
７

８
０

全

保
育

園
お

ひ
さ

ま
私

立
糸

魚
川

市
大

字
小

見
字

諏
訪

８
９

０
－

３
全

保
育

園
筒

　
石

私
立

糸
魚

川
市

大
字

筒
石

字
潜

岩
３

６
９

－
２

全

認
定

こ
ど

も
園

能
　

生
私

立
老

野
生

　
一

義
糸

魚
川

市
大

字
能

生
６

８
５

６
－

７
全

保
育

園
い

ず
み

私
立

清
水

　
博

猪
又

　
恭

子
糸

魚
川

市
大

字
能

生
字

弐
貫

地
１

１
７

０
－

３
０

全

保
育

園
大

　
野

公
立

室
川

　
真

希
松

澤
　

奈
津

子
糸

魚
川

市
大

野
１

９
８

０
－

１
全

保
育

園
は

や
か

わ
私

立
糸

魚
川

市
大

字
上

覚
３

３
番

地
全

保
育

園
ひ

ま
わ

り
私

立
糸

魚
川

市
寺

島
3
-
2
-
4
0

全

保
育

園
糸

魚
川

東
公

立
岡

澤
　

美
香

綱
島

　
夕

理
恵

糸
魚

川
市

東
寺

町
２

－
４

－
２

全

保
育

園
根

　
知

公
立

古
川

　
香

古
川

　
香

糸
魚

川
市

山
口

１
２

０
－

２
全

小
学

校
能

　
生

公
立

中
澤

　
和

仁
木

元
　

寛
太

糸
魚

川
市

大
字

能
生

４
４

８
５

番
地

学

小
学

校
中

能
生

公
立

糸
魚

川
市

大
字

平
４

０
４

全

小
学

校
西

　
海

公
立

金
子

　
浩

子
間

島
　

み
の

り
糸

魚
川

市
大

字
羽

生
１

９
３

７
全

小
学

校
糸

魚
川

公
立

冨
永

　
浩

文
大

塚
　

海
吏

糸
魚

川
市

中
央

１
－

２
－

１
学

小
学

校
大

　
野

公
立

小
山

　
雅

広
山

﨑
　

拓
実

糸
魚

川
市

大
字

大
野

２
０

４
４

－
１

全

小
学

校
根

　
知

公
立

古
川

　
勝

哉
菊

岡
　

大
輔

糸
魚

川
市

東
中

５
１

２
１

－
１

全

小
学

校
田

　
沢

公
立

猪
又

　
英

一
森

口
　

幸
輝

糸
魚

川
市

田
海

１
３

－
２

学

小
学

校
青

　
海

公
立

秋
山

　
伸

宏
佐

藤
　

諒
糸

魚
川

市
大

字
青

海
３

８
２

学

妙妙
高高

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
新

　
井

公
立

江
口

　
克

也
杉

本
　

圭
志

妙
高

市
白

山
町

４
－

１
－

１
２

学

小
学

校
新

井
南

公
立

加
藤

　
佐

知
子

妙
高

市
除

戸
１

８
８

７
学

小
学

校
妙

高
高

原
北

公
立

加
藤

　
一

穂
伊

藤
　

み
や

妙
高

市
大

字
田

切
１

２
０

全

小
学

校
妙

　
高

公
立

福
保

　
雄

成
小

池
　

裕
子

妙
高

市
大

字
関

山
２

７
８

５
学

青青
少少

年年
赤赤

十十
字字

中中
越越

地地
区区

指指
導導

者者
協協

議議
会会

長長
岡岡

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
中

　
島

公
立

平
原

　
哲

雄
小

野
田

　
道

子
長

岡
市

中
島

３
－

９
－

３
３

全

小
学

校
表

　
町

公
立

若
月

　
典

明
丸

山
　

佳
織

長
岡

市
中

島
５

－
７

－
７

全

小
学

校
神

　
田

公
立

田
邊

　
輝

明
長

岡
市

西
神

田
町

２
－

３
全

小
学

校
桂

公
立

髙
橋

　
陽

子
佐

野
　

聡
子

長
岡

市
桂

町
８

全

小
学

校
浦

　
瀬

公
立

桑
原

　
東

郎
南

雲
　

隼
人

長
岡

市
浦

瀬
町

３
０

１
全

小
学

校
栖

　
吉

公
立

菊
地

　
亜

弥
子

川
井

　
美

代
子

長
岡

市
悠

久
町

３
－

２
３

２
全

小
学

校
前

　
川

公
立

佐
山

　
幸

太
郎

宮
内

　
敬

子
長

岡
市

前
島

町
７

５
全

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス
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越
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小
学

校
才

　
津

公
立

中
島

　
喜

美
子

鈴
木

　
ル

ミ
子

長
岡

市
才

津
西

町
２

２
０

０
子

全

小
学

校
日

　
越

公
立

笠
井

　
優

子
野

水
　

優
長

岡
市

宝
地

町
１

９
７

－
１

全

小
学

校
関

　
原

公
立

宇
賀

田
　

和
雄

星
野

　
咲

月
長

岡
市

関
原

町
２

－
１

１
０

全

小
学

校
豊

　
田

公
立

桑
原

　
一

之
田

代
　

エ
リ

長
岡

市
豊

田
町

４
－

１
全

小
学

校
信

　
条

公
立

清
水

　
祐

子
長

岡
市

中
条

新
田

９
２

全

小
学

校
越

路
西

公
立

恩
田

　
公

子
西

山
　

晴
美

長
岡

市
不

動
沢

２
１

０
－

２
全

小
学

校
日

　
吉

公
立

和
田

　
真

理
子

河
野

　
有

里
長

岡
市

鳥
越

甲
４

２
０

全

小
学

校
脇

野
町

公
立

西
本

　
直

史
内

山
　

理
恵

長
岡

市
脇

野
町

１
２

４
２

全

小
学

校
小

　
国

公
立

中
澤

　
広

行
小

池
　

杏
実

長
岡

市
小

国
町

二
本

柳
８

０
全

小
学

校
下

　
塩

公
立

山
田

　
覚

渡
辺

　
友

衣
長

岡
市

吉
水

１
７

２
０

全

小
学

校
川

　
口

公
立

澁
川

　
誠

丸
山

　
裕

子
長

岡
市

西
川

口
１

１
４

９
全

中
学

校
東

　
北

公
立

淡
路

　
弘

幸
大

関
　

貴
浩

長
岡

市
川

崎
５

－
４

８
５

－
１

全

中
学

校
関

　
原

公
立

長
岡

市
関

原
南

３
－

４
９

２
０

全

中
学

校
川

　
口

公
立

原
田

　
一

長
谷

　
砂

織
長

岡
市

西
川

口
９

５
１

全

三三
条条

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
嵐

　
南

公
立

阿
部

　
桂

介
齋

藤
　

倫
佳

三
条

市
南

四
日

町
1
-
1
-
1

全

小
学

校
月

　
岡

公
立

西
澤

　
貴

志
霜

﨑
　

大
知

三
条

市
月

岡
１

－
３

４
－

１
全

小
学

校
保

　
内

公
立

白
井

　
敦

樋
熊

　
沙

穂
三

条
市

上
保

内
乙

５
０

０
全

高
等

学
校

三
　

条
公

立
三

条
市

月
岡

１
－

２
－

１
部

高
等

学
校

三
条

商
業

公
立

三
条

市
田

島
２

－
２

４
－

８
部

柏柏
崎崎

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
柏

　
崎

公
立

竹
田

　
充

黒
岩

　
友

理
柏

崎
市

学
校

町
１

－
８

８
全

小
学

校
枇

杷
島

公
立

池
田

　
岳

康
飯

塚
　

幸
彦

柏
崎

市
関

町
９

－
3
4

学

小
学

校
大

　
洲

公
立

牧
　

匡
尚

内
藤

　
奈

央
柏

崎
市

大
久

保
２

－
１

０
－

１
３

全

小
学

校
剣

　
野

公
立

小
林

　
多

佳
子

星
野

　
克

柏
崎

市
常

盤
台

２
５

－
２

４
全

小
学

校
槇

　
原

公
立

野
﨑

　
真

二
平

山
　

佑
季

子
柏

崎
市

春
日

３
－

４
－

３
１

全

小小
千千

谷谷
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
東

小
千

谷
公

立
川

池
　

雅
樹

中
野

　
圭

小
千

谷
市

旭
町

７
－

６
全

小
学

校
吉

　
谷

公
立

丸
山

　
浩

一
梅

田
　

陽
子

小
千

谷
市

西
吉

谷
甲

２
１

６
全

小
学

校
千

　
田

公
立

水
口

　
正

則
樋

熊
　

奈
美

江
小

千
谷

市
大

字
千

谷
甲

１
２

３
１

全

小
学

校
和

　
泉

公
立

今
成

　
満

髙
橋

　
真

由
美

小
千

谷
市

高
梨

町
５

８
０

全

小
学

校
南

公
立

福
島

　
良

和
大

嶋
　

清
香

小
千

谷
市

真
人

町
丁

6
7
8

全

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

電
　

　
話

フ
ァ

ッ
ク

ス
区

分
学

校
名

国
公

私
立

の
別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス
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三
条
市

三
条
市

柏
崎
市

柏
崎
市

小
千
谷
市

小
千
谷
市



小
学

校
東

　
山

公
立

貝
瀬

　
孝

明
鰐

渕
　

紀
美

子
小

千
谷

市
大

字
小

栗
山

２
３

５
７

全

加加
茂茂

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

中
学

校
若

　
宮

公
立

加
茂

市
若

宮
町

１
－

２
１

－
１

２
部

（
委

）

中
学

校
葵

公
立

平
野

　
政

幸
加

茂
市

矢
立

１
５

－
１

全

高
等

学
校

加
茂

農
林

公
立

椎
谷

　
一

幸
市
野
瀬
　
つ
ば
さ

加
茂

市
神

明
町

２
－

１
５

－
５

部

高
等

学
校

加
茂

暁
星

私
立

西
村

　
香

介
阿

部
　

ほ
た

る
加

茂
市

学
校

町
１

６
－

１
８

部

十十
日日

町町
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
十

日
町

公
立

松
澤

　
ゆ

り
か

猪
俣

　
大

地
十

日
町

市
学

校
町

１
-
6
1
4
-
3
2

全

小
学

校
下

　
条

公
立

戸
田

　
孝

之
渡

邊
　

就
十

日
町

市
下

条
４

－
2
4
1

全

小
学

校
田

　
沢

公
立

髙
橋

　
雅

史
金

澤
　

伊
織

十
日

町
市

上
山

己
１

４
９

２
全

見見
附附

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
葛

　
巻

公
立

高
橋

　
豊

星
野

　
裕

樹
見

附
市

反
田

町
１

０
全

小
学

校
新

　
潟

公
立

高
田

　
紀

子
伊

佐
　

恵
見

附
市

新
潟

町
２

４
７

８
全

燕燕
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

中
学

校
燕

公
立

燕
市

秋
葉

町
４

－
８

－
７

１
全

中
学

校
吉

　
田

公
立

力
間

　
昌

宏
高

橋
　

奈
穂

子
燕

市
吉

田
文

京
町

１
－

１
全

中
学

校
分

　
水

公
立

新
井

田
　

義
一

風
間

　
美

月
燕

市
分

水
向

陽
１

－
１

全

魚魚
沼沼

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
湯

之
谷

公
立

渡
邊

　
進

石
井

　
良

子
魚

沼
市

七
日

市
新

田
4
8
5

全

小
学

校
堀

之
内

公
立

石
津

　
忠

山
本

　
真

名
魚

沼
市

堀
之

内
４

３
０

－
３

学

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

電
　

　
話

フ
ァ

ッ
ク

ス
区

分
学

校
名

国
公

私
立

の
別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

電
　

　
話

フ
ァ

ッ
ク

ス
区

分
学

校
名

国
公

私
立

の
別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
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加
茂
市

加
茂
市

十
日
町
市

十
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附
市

見
附
市

燕
市

燕
市

魚
沼
市

魚
沼
市



南南
魚魚

沼沼
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
五

十
沢

公
立

南
魚

沼
市

宮
４

７
２

－
３

全

小
学

校
六

日
町

公
立

笛
木

　
隆

高
橋

　
遼

南
魚

沼
市

六
日

町
１

２
６

７
－

１
全

小
学

校
上

　
田

公
立

井
口

　
聡

子
樋

口
　

由
紀

南
魚

沼
市

長
崎

３
０

全

小
学

校
塩

　
沢

公
立

五
十

嵐
　

哲
也

奥
田

　
菜

々
南

魚
沼

市
塩

沢
１

５
３

８
－

１
全

小
学

校
石

　
打

公
立

梅
澤

　
健

一
高

野
　

浩
志

南
魚

沼
市

石
打

２
－

１
学

小
学

校
浦

　
佐

公
立

小
島

　
誠

矢
島

　
奏

南
魚

沼
市

浦
佐

５
２

７
８

－
１

全

小
学

校
北

　
辰

公
立

田
村

　
剛

佐
野

　
美

輝
南

魚
沼

市
余

川
１

２
２

０
－

２
全

中
学

校
塩

　
沢

公
立

田
山

　
秀

人
小

林
　

晋
南

魚
沼

市
中

７
７

８
－

１
全

津津
南南

町町
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
上

　
郷

公
立

佐
藤

　
吉

弘
志

賀
　

裕
子

中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
上
郷
宮
野
原
１
６
４

全

小
学

校
芦

ヶ
崎

公
立

阿
部

　
元

治
長

田
　

凌
央

中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
谷
内
１
１
８
１
－
１

全

小
学

校
津

　
南

公
立

山
岸

　
繁

大
久

保
　

文
子

中
魚

沼
郡

津
南

町
大

字
下

船
渡

丁
１

２
７

全

青青
少少

年年
赤赤

十十
字字

下下
越越

地地
区区

指指
導導

者者
協協

議議
会会

新新
発発

田田
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
外

ヶ
輪

公
立

井
上

　
正

裕
鈴

木
　

明
奈

新
発

田
市

中
央

町
５

－
８

－
９

全

小
学

校
七

　
葉

公
立

新
発

田
市

黒
岩

6
6
番

地
学

中
学

校
本

　
丸

公
立

新
発

田
市

緑
町

２
－

７
－

２
２

部
（

委
）

中
学

校
東

公
立

新
保

　
英

博
堀

口
　

博
子

新
発

田
市

五
十

公
野

４
９

８
１

全

中
学

校
川

　
東

公
立

長
井

　
稔

稲
岡

　
常

貴
新

発
田

市
下

羽
津

１
５

６
６

－
１

全

高
等

学
校

西
新

発
田

公
立

渡
辺

　
昭

彦
田

村
　

恭
子

新
発

田
市

西
園

町
３

－
１

－
２

部

高
等

学
校

新
発

田
中

央
私

立
関

矢
　

伸
雄

長
谷

川
　

千
恵

新
発

田
市

曽
根

５
７

０
部

村村
上上

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
村

　
上

公
立

村
上

市
三

之
町

２
－

４
１

全

小
学

校
さ

ん
ぽ

く
公

立
鈴

木
　

得
夫

岩
﨑

　
千

尋
村

上
市

勝
木

２
０

－
１

全

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン
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ー

数
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設
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級
・
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ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施

設
長

青
少

年
赤

十
字

主
任

指
導

者
郵

便
番

号
住

　
　

　
　

所
電

　
　

話
フ

ァ
ッ

ク
ス

住
　

　
　

　
所

電
　

　
話

フ
ァ

ッ
ク

ス
区

分
学

校
名

国
公

私
立

の
別

メ
ン

バ
ー

数

施
設

長
学

級
・

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数

区
分

学
校

名
国

公
私

立
の

別

メ
ン

バ
ー

数

学
級

・
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
数

男
女

計
指

導
者

数
施
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五五
泉泉

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
愛

　
宕

公
立

髙
津

　
清

一
長

谷
川

　
文

哉
五

泉
市

石
曽

根
８

０
７

４
－

２
学

小
学

校
大

蒲
原

公
立

佐
藤

　
智

昭
松

井
　

雅
裕

五
泉

市
南

田
中

６
４

６
－

２
全

小
学

校
村

　
松

公
立

上
之

山
　

達
朗

大
湊

　
拓

朗
五

泉
市

城
下

１
－

８
６

５
全

中
学

校
川

　
東

公
立

佐
藤

　
昌

樹
髙

橋
　

光
輝

五
泉

市
猿

和
田

１
８

１
全

中
学

校
五

泉
北

公
立

永
倉

　
浩

二
遠

山
　

朗
五

泉
市

三
本

木
２

－
７

－
１

全

中
学

校
村

松
桜

公
立

渡
邊

　
誠

大
久

保
　

貴
史

五
泉

市
愛

宕
甲

２
７

０
５

－
１

全

阿阿
賀賀

野野
市市

加
盟

形
態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
分

　
田

公
立

阿
賀

野
市

東
町

９
９

５
全

小
学

校
堀

　
越

公
立

五
十
嵐
　
め
ぐ
み

千
田

　
哲

資
阿

賀
野

市
野

地
城

２
５

９
－

１
全

小
学

校
水

　
原

公
立

佐
藤

　
元

彦
近

藤
　

聡
子

阿
賀

野
市

岡
山

町
４

－
３

５
学

小
学

校
安

　
野

公
立

佐
久

間
　

州
彦

長
谷

部
　

弘
美

阿
賀

野
市

南
安

野
町

７
－

１
学

中
学

校
安

　
田

公
立

堀
田

　
正

秀
小

池
　

文
枝

阿
賀

野
市

保
田

４
４

１
９

部
（

委
）

胎胎
内内

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

保
育

園
日

の
出

公
立

西
村

　
広

美
須

貝
　

正
子

胎
内
市
大
川
町
１
５
－
５
９

全

保
育

園
ふ

た
ば

公
立

八
幡

　
保

子
阿

部
　

由
美

子
胎

内
市

新
和

町
２

－
５

７
全

保
育

園
つ

い
じ

公
立

池
田

　
美

奈
子

金
子

　
恵

子
胎

内
市

築
地

３
４

２
６

全

保
育

園
黒

　
川

公
立

相
馬

　
幸

子
小

野
　

由
美

子
胎

内
市

黒
川

１
１

２
４

全

保
育

園
ひ

だ
ま

り
私

立
朝

妻
　

真
美

佐
藤

　
直

子
胎

内
市

十
二

天
９

１
－

５
全

保
育

園
さ

わ
ら

び
私

立
熊

倉
　

孝
直

熊
倉

　
陽

子
胎

内
市

星
の

宮
町

１
－

６
３

全

乳
児

園
さ

わ
ら

び
私

立
熊

倉
　

孝
直

熊
倉

　
陽

子
胎

内
市

表
町

６
－

１
７

－
１

６
全

認
定

こ
ど

も
園

き
す

げ
こ

ど
も

園
私

立
瀧

澤
　

貴
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荒
川

　
み

さ
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胎
内

市
黒

川
１

１
２

４
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認
定

こ
ど
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園

聖
心

こ
ど

も
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私
立

金
子

　
智

小
川

　
徳

子
胎

内
市

西
栄

町
９

－
４

６
全

認
定

こ
ど

も
園

中
条

す
こ

や
か

こ
ど

も
園

公
立

西
村

　
広

美
西

村
　

広
美

胎
内

市
西

条
町

３
－

１
０

全

認
定

こ
ど

も
園

ひ
だ
ま
り
こ
ど
も
園

私
立

朝
妻

　
真

美
佐

藤
　

直
子

胎
内

市
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二
天

９
１

－
５

全
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学

校
中

　
条

公
立

中
村

　
祐

一
佐

藤
　

栄
子

胎
内

市
大

川
町

１
６

－
５
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全

小
学

校
胎

　
内

公
立

胎
内

市
江

上
４

７
０

全
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学
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築

　
地
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立

伊
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大
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内
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築
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６
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学
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黒
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立

米
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智

加
藤

　
和

胎
内

市
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１

０
７
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－

１
全

小
学
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き

の
と
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立

小
林
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大
胎

内
市
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屋

１
２

０
学

中
学
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中
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立
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後

　
直
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石

田
　

ち
づ

る
胎

内
市
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６
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５
７

全

中
学
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立
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高

加
藤

　
知
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内
市
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出
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７
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－
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０
全
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学
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築
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立

丸
田
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中
学

校
黒

　
川

公
立

石
塚

　
間

継
渡

部
　

真
人

胎
内

市
太

田
野

原
６

２
－

６
２

全

聖聖
籠籠

町町
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

中
学

校
聖

　
籠

公
立

北
蒲

原
郡

聖
籠

町
大

字
蓮

潟
３

６
６

－
１

部
（

委
）

関関
川川

村村
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

小
学

校
関

　
川

公
立

須
貝

　
学

岩
橋

　
千

尋
岩

船
郡

関
川

村
大

字
下

関
８

５
８

全

阿阿
賀賀

町町
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

中
学

校
阿

賀
津

川
公

立
稲

生
　

一
徳

西
野

　
陽

子
阿

賀
町

津
川

２
６

０
全

青青
少少

年年
赤赤

十十
字字

佐佐
渡渡

地地
区区

指指
導導

者者
協協

議議
会会

佐佐
渡渡

市市
加

盟
形

態

全
校

加
盟

→
全

学
年

加
盟

→
学

部
活

動
　

→
部

幼
稚

園
さ

わ
た

公
立

吉
村

　
美

和
子

吉
村

　
美

和
子

佐
渡

市
河

原
田

本
町

２
６

２
全

幼
稚

園
あ

い
か

わ
公

立
大

坂
　

佳
代

若
林

　
知

美
佐

渡
市

相
川

1
丁

目
裏

町
５

－
２

全

幼
稚

園
小

　
木

公
立

佐
渡

市
小

木
町

１
５

２
２

全

認
定

こ
ど

も
園

羽
茂

こ
ど

も
園

私
立

松
野

　
敬

石
木

　
む

つ
み

佐
渡

市
羽

茂
本

郷
１

６
３

０
全

保
育

園
双

　
葉

私
立

佐
渡

市
東

大
通

８
全

保
育

園
吉

井
隣

保
館

私
立

計
良

　
英

章
橋

本
　

香
織

佐
渡

市
吉

井
本

郷
４

８
０

学

保
育

園
平

　
泉

私
立

佐
渡

市
泉

甲
５

０
７

－
４

学

保
育

園
姫

　
津

私
立

佐
渡

市
姫

津
２

５
９

学

保
育

園
真

野
第

2
公

立
吹

屋
　

佐
和

子
本

間
　

晃
子

佐
渡

市
西

三
川

１
０

７
０

－
１

全

保
育

園
水

　
津

公
立

佐
渡

市
水

津
１

２
６

－
２

全

保
育

園
吉

　
井

公
立

佐
渡

市
上

横
山

７
２

３
－

３
全

保
育

園
梅

　
津

公
立

佐
渡

市
梅

津
２

３
４

１
－

１
学

保
育

園
海

　
府

公
立

梶
井

　
照

陰
山

田
　

信
乃

佐
渡

市
鷲

崎
９

２
６

全

保
育

園
河

原
田

公
立

後
藤

　
ま

き
子

椎
井

　
郁

美
佐

渡
市

中
原

４
７

９
－

１
全

保
育

園
八

　
幡

公
立

佐
渡

市
八

幡
１

５
３

３
－

２
全

保
育

園
沢

　
根

公
立

佐
渡

市
沢

根
五

十
里

１
４

０
２

－
１

全

保
育

園
金

　
井

公
立

佐
渡

市
千

種
２

３
０

全

保
育

園
新

穂
ト

キ
っ

子
公

立
佐

渡
市

新
穂

瓜
生

屋
３

５
９

－
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保
育

園
畑

　
野

公
立

佐
渡

市
畑

野
甲

５
１

８
－

１
全

保
育

園
川

　
西

公
立

佐
渡

市
宮

川
１

０
６

０
－

１
全

保
育

園
赤

　
泊

公
立

佐
渡

市
赤

泊
２

８
２

－
３

全

保
育

園
た

か
ち

公
立

土
屋

　
一

美
本

間
　

友
理

子
佐

渡
市

高
千

１
０

１
１

－
１

全

保
育

園
多

　
田

公
立

佐
渡

市
多

田
９

７
９

－
２

全

保
育

園
夷

公
立

佐
渡

市
両

津
夷

３
４

７
全

保
育

園
小

　
木

公
立

佐
渡

市
小

木
町

１
５

２
２

全

保
育

園
稲

　
鯨

公
立

土
屋

　
一

美
土

屋
　

一
美

佐
渡

市
橘

３
０

－
２

全

小
学

校
前

　
浜

公
立

平
山

　
裕

也
石

川
　

正
司

佐
渡

市
水

津
８

５
８

全

小
学

校
七

　
浦

公
立

山
口

　
明

美
田

中
　

佑
樹

佐
渡

市
稲

鯨
１

３
１

２
全

小
学

校
高

　
千

公
立

白
澤

　
道

夫
髙

橋
　

健
太

佐
渡

市
入

川
１

８
７

２
－

４
全

小
学

校
二

　
宮

公
立

黒
川

　
健

藤
井

　
麻

子
佐

渡
市

石
田

４
８

９
全

小
学

校
金

　
井

公
立

山
田

　
裕

之
宮

下
　

笑
佐

渡
市

千
種

丙
１

７
８

－
１

全

小
学

校
畑

　
野

公
立

五
十

嵐
　

和
彦

高
橋

　
晴

奈
佐

渡
市

畑
野

甲
２

７
１

－
１

全

小
学

校
小

　
木

公
立

齋
藤

　
光

夫
猪

股
　

快
門

佐
渡

市
小

木
町

１
５

３
４

全

小
学

校
羽

　
茂

公
立

宮
澤

　
達

也
河

上
　

洋
平

佐
渡

市
羽

茂
本

郷
５

５
９

－
１

全

小
学

校
赤

　
泊

公
立

田
村

　
稔

佐
藤

　
順

子
佐

渡
市

赤
泊

２
８

９
全

小
学

校
内

海
府

公
立

長
　

和
俊

土
屋

　
優

美
佐

渡
市

鷲
崎

9
1
8

学

中
学

校
両

　
津

公
立

嶋
見

　
靖

之
杉

澤
　

亮
佐

渡
市

加
茂

歌
代

１
４

４
９

全

中
学

校
前

　
浜

公
立

伊
藤

　
彰

皆
川

　
可

奈
子

佐
渡

市
水

津
８

５
８

全

中
学

校
相

　
川

公
立

佐
藤

　
元

石
切

　
孝

之
佐

渡
市

相
川

下
戸

村
２

１
０

全

中
学

校
高

　
千

公
立

上
村

　
寿

彦
山

川
　

純
佐

渡
市

入
川

１
８

７
２

－
１

全

中
学

校
佐

和
田

公
立

長
尾

　
謙

治
石

川
　

歩
佐

渡
市

窪
田

６
０

全

中
学

校
金

　
井

公
立

香
遠

　
正

浩
伸

道
　

信
子

佐
渡

市
金

井
新

保
乙

４
０

全

中
学

校
畑

　
野

公
立

雑
賀

　
裕

磯
部

　
八

穂
佐

渡
市

畑
野

甲
２

５
０

全

中
学

校
松

ヶ
崎

公
立

藤
原

　
靖

也
雑

賀
　

祥
子

佐
渡

市
多

田
１

３
９

全

中
学

校
南

佐
渡

公
立

土
屋

　
雅

朗
松

田
　

瑞
恵

佐
渡

市
羽

茂
本

郷
４

７
全

中
学

校
赤

　
泊

公
立

本
間

　
祐

一
佐

渡
市

赤
泊

２
４

５
７

全
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令和４年８月３日からの大雨による災害の被災地で巡回を行う救護班

赤十字は、災害が起きた時に駆けつけるだけではありません。

日、それぞれの部門がそれぞれの場所で動き続けています。

災害に備えた訓練、知識や技術の普及、

物資の整備、医療現場や海外での活動など、

すべてが人を救うことにつながっている。

どんな状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守ること。

その使命を胸に、赤十字は今日も明日もあさっても、

かけがえのない日常を支える活動を続けています。
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